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３３明治期における友子の組織と機能（中）

㈹
明
治
後
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
確
立

③
明
治
三
○
年
代
前
半
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
確
立

日
本
の
近
代
的
鉱
山
業
は
、
炭
砿
業
も
含
め
て
、
明
治
三
○
年
代
の
中
頃
ま
で
に
一
応
の
確
立
を
ふ
た
と
云
え
よ
う
。
そ
の
基
本
的

指
標
は
、
明
治
一
○
年
代
ま
で
に
残
存
し
て
い
た
在
来
の
地
稼
的
経
営
が
二
○
年
代
に
入
っ
て
大
幅
に
駆
逐
さ
れ
、
西
欧
式
の
開
坑
、

採
鉱
方
式
が
広
く
採
用
さ
れ
、
採
鉱
部
面
の
手
掘
り
は
克
服
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
切
羽
か
ら
坑
道
へ
の
鉱
石
運
搬
の
機
械
化
、

｜、

一一、

一一一、

四
、 明
治
期
に
お
け
る
友
子
の
組
織
と
機
能
（
中
）

ｌ
日
本
鉱
山
業
の
確
立
過
程
に
お
け
る
友
子
制
度
の
考
察
四
１

目
次

研
究
課
題
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明
治
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け
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明
治
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明
治
期
に
お
け
る
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子
の
組
織
と
機
能
（
中
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号
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3４ 
排
水
、
通
風
の
機
械
化
、
選
鉱
、
製
錬
の
洋
式
化
と
機
械
化
な
ど
の
一
連
の
産
業
革
命
上
の
措
置
が
識
ぜ
ら
れ
、
近
代
的
鉱
山
経
営
が

（
１
）
 

支
配
的
と
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
も
ま
た
、
鉱
山
業
の
近
代
化
過
程
に
お
い
て
、
採
鉱
部
面
に
お
け
る
手
掘
の
残
存
、
採
鉱
熟
練
鉱
夫
の

不
足
、
飯
場
制
度
へ
の
依
存
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
、
徳
川
期
に
成
立
し
た
基
本
構
造
を
一
層
整
備
し
、
明
治
末
期
あ
る
い
は
大
正
期

に
確
認
さ
れ
る
友
子
制
度
の
基
本
構
造
を
明
治
三
○
年
代
前
半
期
ま
で
に
確
乎
た
る
も
の
と
し
て
確
立
す
る
に
至
っ
た
。

従
来
の
友
子
研
究
に
お
い
て
は
、
明
治
期
の
友
子
制
度
の
実
態
的
分
析
を
欠
如
さ
せ
た
ま
ま
、
例
え
ば
松
島
静
雄
氏
の
よ
う
に
、
友

（
２
）
 

子
制
度
は
「
最
も
形
態
的
な
発
展
の
段
階
に
到
達
し
た
の
は
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
時
代
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
本
稿
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
承
ら
れ
る
友
子
制
度
は
、
そ
の
基
本

的
枠
組
に
つ
い
て
ふ
る
限
り
、
資
料
的
に
ほ
ぼ
明
治
二
○
年
代
に
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
し
、
少
な
く
と
も
明
治
三
○
年

代
前
半
期
ま
で
に
ご
く
限
ら
れ
て
は
い
る
が
友
子
の
成
文
規
約
の
形
で
制
度
的
に
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
更
に
い
え
ば
、
す
で
に
分
析
し
た
よ
う
に
、
肌
治
初
期
の
友
子
制
度
の
実
態
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
確
認
さ
れ
る
友

子
制
度
の
基
本
的
枠
組
に
著
し
く
近
く
、
友
子
制
度
は
、
徳
川
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
す
で
に
制
度
的
に
も
か
な
り
の
発
達
を
ふ
せ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
窺
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
確
認
す
る
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
資
料
の
存
在
が
あ
り
に
も
乏
し
い

だ
が
明
治
二
○
年
代
に
お
い
て
は
、
明
治
初
年
代
一
○
年
代
の
資
料
を
前
提
に
す
れ
ば
、
幾
分
と
も
友
子
制
度
の
実
態
を
示
す
資
料

も
多
く
な
り
、
ま
た
明
治
三
○
年
代
又
は
四
○
年
代
の
友
子
制
度
の
実
態
か
ら
照
射
し
う
る
そ
れ
以
前
の
友
子
像
は
、
明
治
二
○
年
代

少
な
く
と
も
明
治
三
○
年
代
前
半
期
ま
で
に
友
子
制
度
が
、
制
度
的
に
確
乎
と
し
て
確
立
し
て
い
る
こ
と
を
我
々
の
前
に
明
ら
か
に
し

て
く
れ
る
。

の
で
あ
る
が
。
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今
こ
こ
で
明
治
二
○
年
代
末
ま
で
に
、
友
子
制
度
の
確
立
を
示
す
基
本
的
な
指
標
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
に
、
友
子
の
組
織
の
面
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ま
ず
各
地
の
鉱
山
で
取
立
を
行
な
っ
た
り
、
共
済
活
動
を
行
な
う
友
子
の
単
位
組

織
の
広
範
な
存
在
を
前
提
と
し
て
、
明
治
三
○
年
の
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
に
お
け
る
「
交
際
所
」
、
「
箱
元
」
、
「
大
当
番
」
、
「
山
中
の

協
議
」
の
確
認
は
、
明
治
二
○
年
代
末
に
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
年
の
友
子
組
織
の
基
本
的
枠
組
が
出
来
上
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し

て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
友
子
資
料
の
不
足
に
よ
っ
て
、
明
治
二
○
年
代
に
、
友
子
の
交
際
所
、
箱
元
、
大
当
番
、
川
中
協
議
の
存
在
を

示
す
直
接
的
資
料
は
な
い
。
し
か
し
、
後
に
詳
し
く
ふ
る
よ
う
に
、
常
磐
地
方
の
一
炭
砿
の
友
子
規
約
に
か
か
る
友
子
の
基
本
組
織
の

枠
組
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
二
○
年
代
に
そ
れ
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
示
唆
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
更
に
指

摘
す
れ
ば
、
叫
治
末
年
か
ら
神
岡
鉱
山
で
労
務
係
と
し
て
働
い
て
い
た
水
瀬
清
二
郎
は
、
神
岡
鉱
山
に
地
稼
時
代
（
明
治
初
年
代
）
か

（
３
）
 

ら
箱
一
兀
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
箱
一
兀
が
存
在
し
て
い
れ
ば
、
交
際
所
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
大
当
番
や
一
般

の
当
番
な
ど
の
役
員
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
頻
繁
に
取
立
を
行
な
い
、
ま
た
共
済
活
動
を
行
な
う
た
め
に
は
、
一
定
の
組
織
は
不
可

欠
で
あ
り
、
明
治
初
年
代
の
神
岡
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
活
動
を
ふ
れ
ば
、
そ
こ
に
明
治
末
年
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
組
織
が
基
本
的
に

出
来
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
明
治
二
○
年
代
に
は
、
友
子
の
基
本
組
織
は
出
来
あ
が
っ
て
い
た
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
る
。
友
子
制
度
は
、
明
治
二
○
年
代
末
に
は
確
乎
と
し
て
確
立
し
て
い
た
と
主
張
す
る
理
由
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
る
。

第
二
に
、
友
子
の
機
能
の
面
に
つ
い
て
ふ
れ
ば
、
す
で
に
明
治
初
年
代
か
ら
鉱
夫
の
取
立
（
及
び
取
立
儀
式
）
が
行
な
わ
れ
、
鉱
夫

の
病
傷
に
対
す
る
相
互
扶
助
、
死
亡
見
舞
な
ど
の
制
度
も
み
ら
れ
、
一
宿
一
飯
を
伴
う
浪
人
制
度
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
仏
参
の
制
度

も
西
国
系
友
子
に
つ
い
て
は
お
く
と
し
て
も
東
国
系
友
子
で
は
幕
末
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
厳
し
い
友
子
の
規
律
の
存
在
も
確
認
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
明
治
前
期
の
友
子
制
度
の
分
析
に
お
い
て
、
確
認
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
、
取
立
後
に
取
立
山
（
親

山
）
で
三
年
一
一
一
ヶ
月
修
業
す
る
義
務
制
度
と
箱
元
交
際
と
呼
ば
れ
た
奉
願
帳
・
寄
附
帳
の
制
度
で
あ
る
。
取
立
山
で
三
年
一
一
一
ヶ
月
修
業



3６ 
す
る
制
度
に
つ
い
て
は
、
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
で
は
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
三
年
一
一
一
ヶ
月
の
修
業
制
度
は
、
永

岡
鶴
蔵
に
よ
っ
て
明
治
四
一
年
に
書
か
れ
た
自
伝
の
な
か
で
、
取
立
制
度
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
早
く
か
ら
存
在
す
る
も
の
の
如
く

（
４
）
 

示
唆
さ
れ
て
い
る
。
管
見
す
る
限
り
、
資
料
的
に
こ
の
制
度
の
存
在
を
確
認
し
て
い
る
の
は
、
明
治
三
六
年
九
月
刊
行
の
蓮
沼
叢
雲

（
５
）
 

『
足
尾
銅
山
』
で
あ
る
。
こ
の
書
は
「
坑
夫
は
三
年
一
一
一
ヶ
月
間
、
取
立
ら
れ
た
る
鉱
山
に
勤
続
す
べ
き
義
務
を
負
ふ
も
の
な
り
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
制
度
は
、
す
で
に
明
治
初
年
代
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
確
信
す
る
が
、
少
な
く
と
も
明
治
三
○
年
代
前
半

期
に
は
は
っ
き
り
と
一
般
化
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

奉
願
帳
・
寄
附
帳
の
制
度
は
、
明
治
三
○
以
前
に
お
い
て
は
資
料
的
に
確
認
出
来
な
い
。
し
か
し
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
に
は
、
山

中
友
子
に
よ
る
奉
願
帳
・
寄
附
帳
の
発
行
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
制
度
も
少
な
く
と
も
明
治
二
○
年
代
末
に
は
確
立
し
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
二
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
友
子
制
度
は
、
す
で
に
明
治
二
○
年
代
末
ま
で
に
、
明
治
末
年
及
び
大
正
初

年
の
友
子
制
度
の
基
本
的
枠
組
を
確
立
さ
せ
て
い
る
、
と
云
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
本
稿
に
お
い
て
詳
し
く
実
証
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

尚
、
明
治
二
○
年
代
に
お
け
る
友
子
制
度
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
「
明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
普
及
」
の
稿
で
幾
分
と
為
実
一
証

し
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
研
究
成
果
を
こ
こ
で
補
足
し
て
お
き
た
い
。
明
治
二
○
年
代
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

ほ
ど
広
範
に
各
地
の
鉱
山
に
友
子
制
度
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
ず
指
摘
し
た
い
こ
と
は
、
島
根
県
の
大
森
鉱
山
（
旧
石

見
銀
山
）
の
明
治
一
三
年
、
一
一
四
年
、
一
一
一
○
年
、
一
一
一
五
年
、
四
一
一
年
の
取
立
免
状
が
残
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
○
年
代
に
大
森
鉱
山
で

友
子
制
度
が
存
在
し
た
こ
と
を
は
っ
き
り
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
神
岡
鉱
山
、
入
山
採
炭
第
四
坑
、
尾
去
沢
鉱
山
赤
沢
坑
、
阿
仁
鉱
山

小
沢
坑
の
「
坑
夫
取
立
下
面
状
」
と
い
う
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
取
立
に
際
し
て
親
分
の
取
立
年
次
を
記
し
た
箱
元
資
料

で
あ
る
。
第
一
表
は
、
明
治
二
○
年
代
に
取
立
て
ら
れ
た
鉱
夫
の
存
在
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
友
子
の
普
及
の
度
合
が
浮
彫
さ
れ
て
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い
る
。
例
え
ば
、
入
山
採
炭
第
四
坑
の
明
治
四
五
年
の
取
立
下
面
状
に
よ
る
と
、
一
一
八
人
の
親
分
の
う
ち
明
治
三
五
年
以
前
に
取
立
て

ら
れ
た
し
の
八
人
、
そ
の
う
ち
一
一
一
○
年
以
前
の
も
の
が
一
一
一
人
も
い
る
。
ま
た
そ
の
他
の
立
会
人
（
三
六
人
）
の
取
立
年
次
を
み
る
と
、

明
治
三
五
年
以
前
の
も
の
六
名
そ
の
内
三
○
年
以
前
の
も
の
一
一
一
人
し
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
明
治
一
一
○
年
代
の
友
子
制
度
の
存
在

を
示
し
て
い
る
。
尾
去
沢
鉱
山
の
下
面
附
に
は
明
治
一
一
一
五
年
以
前
の
取
立
の
も
の
一
四
名
お
り
、
そ
の
う
ち
九
名
が
三
○
年
以
前
の
も

の
で
あ
る
。
同
じ
く
阿
仁
鉱
山
の
場
合
は
、
四
名
中
一
一
名
、
神
岡
鉱
山
の
場
合
は
、
一
一
名
中
七
名
が
、
明
治
三
五
年
及
び
一
一
一
○
年
以

前
の
取
立
で
あ
る
。
明
治
二
○
年
代
に
各
地
の
鉱
山
で
取
立
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第 1表坑夫取立下面附にふる取立年次

入山採炭（Ｍ45）

出身地取立年月日

四
の
③
の
注

５
１
４
５
３
１
１
１
１
１
７
５
１
５
 

３
８
１
６
１
２
１
１
３
１
１
１
１
１
 

２
１
５
 

１
１
１
１
３
３
３
１
１
３
１
 

２
１
 

３
１
３
１
１
１
 

肛
川
９
’

７
１
７
３
４
２
６
２
２
１
２
３
１
７
 

３
２
５
１
１
６
２
１
３
５
２
５
７
５
 

１
１
１
 

１
１
１
１
１
 

１
 

７
９
０
１
１
２
５
５
１
９
９
１
３
０
》
７
８
２
５
３
１
３
８
１
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⑥
明
治
三
○
年
代
前
半
期
に
お
け
る
友
子
成
文
規
約
の
成
立

松
島
静
雄
氏
は
、
友
子
の
成
文
規
約
の
成
立
に
ふ
れ
、
「
小
坂
を
は
じ
め
多
く
の
鉱
山
で
明
治
三
七
、
八
年
前
後
を
境
と
し
て
そ
れ

（
ｌ
）
 

ま
で
主
と
し
て
伝
承
に
よ
っ
て
伝
鯵
え
ら
れ
た
運
営
様
式
は
、
規
約
の
形
で
明
瞭
に
成
文
化
さ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
、
友
子
制
度
の
発
達

の
度
合
を
見
る
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
そ
こ
に
置
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
友
子
の
成
文
規
約
の
成
立
は
、
一
般
的
に

ゑ
て
も
う
少
し
早
い
時
期
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
 

事
実
、
山
口
弥
一
郎
氏
は
、
『
炭
砿
聚
落
』
の
中
で
、
常
磐
地
方
の
磐
城
炭
砿
内
郷
町
山
坑
の
明
治
二
一
○
年
の
友
子
成
文
規
約
を
紹

（
３
）
 

介
し
て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
二
○
年
に
同
坑
に
友
子
が
組
織
さ
れ
、
全
十
二
条
か
ら
な
る
友
子
規
約
が
決
議
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
明
治
三
○
年
に
常
盤
地
方
の
一
炭
砿
で
、
友
子
の
成
文
規
約
が
承
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
金
属
鉱
山
に
お
い
て
も

友
子
の
成
文
規
約
が
す
で
に
広
範
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

と
い
う
の
は
、
本
来
友
子
は
、
金
属
鉱
山
に
お
い
て
生
成
し
、
明
治
三
○
年
頃
に
は
、
金
属
鉱
川
の
友
子
は
常
磐
地
方
の
一
炭
砿
の

友
子
よ
り
相
当
発
達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
常
磐
地
方
に
お
け
る
炭
砿
は
、
幕
末
か
ら
細
含
と
経
営
さ
れ
て
き
た

が
、
近
代
的
経
営
は
、
明
治
二
○
年
代
に
入
っ
て
磐
城
炭
砿
と
入
山
採
炭
の
二
砿
に
限
ら
れ
、
三
○
年
代
に
入
っ
て
中
小
炭
砿
が
開
発

（
４
）
 

さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
。
従
っ
て
常
磐
地
方
に
お
け
る
友
子
制
度
の
形
成
は
、
金
属
鉱
山
か
ら
の
移
入
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

（
１
）
日
本
鉱
山
業
の
産
業
革
命
及
び
及
び
産
業
資
本
主
義
と
し
て
の
確
立
期
に
つ
い
て
の
種
々
の
議
論
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
立
入
ら
な
い
。

（
２
）
松
島
静
雄
『
友
子
の
社
会
学
的
考
察
』
、
一
九
六
頁
。

（
３
）
水
瀬
漬
二
郎
『
坑
夫
』
、
三
六
頁
。

（
４
）
永
岡
鶴
蔵
『
坑
夫
の
生
涯
』
、
『
近
代
民
衆
の
記
録
』
２
鉱
夫
、
二
四
○
頁
。

（
５
）
蓮
沼
叢
雲
『
足
尾
銅
山
』
、
五
八
頁
。
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る
。
磐
城
炭
砿
の
友
子
の
成
文
規
約
は
、
常
磐
地
方
の
友
子
が
発
達
し
た
結
果
生
糸
出
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
金
属

鉱
山
に
お
い
て
存
在
し
た
成
文
規
約
を
モ
デ
ル
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
友
子
が
発
達
し
て
い
た
金
属
鉱
山
で
は
、
す
で
に
明
治
三
○
年
頃
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
相
当
以
前
に
、
友
子
の

成
文
規
約
が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
治
二
九
年
四
月
の
『
国
民
新
聞
』
に
連
載
さ

れ
た
松
原
岩
五
郎
の
「
足
尾
鉱
山
（
砿
夫
の
生
活
）
」
に
お
け
る
指
摘
で
あ
る
。
松
原
は
、
足
尾
鉱
Ⅲ
に
お
い
て
「
坑
夫
仲
間
に
遺
伝
せ
る（
５
）
 

一
種
の
気
風
」
あ
り
と
友
子
制
度
に
着
目
し
、
「
此
の
仲
間
に
通
せ
る
一
つ
の
社
会
的
規
約
あ
り
て
、
其
法
律
を
遵
守
す
る
こ
と
堅
し
」

と
書
い
て
い
る
。
松
原
の
指
摘
は
、
足
尾
鉱
山
の
友
子
が
、
明
治
二
○
年
代
末
に
す
で
に
成
文
規
約
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
読
め
る
。

こ
こ
で
の
、
単
に
慣
行
だ
と
か
慣
習
が
あ
る
と
い
う
の
で
な
く
、
．
つ
の
社
会
的
規
約
」
、
「
其
法
律
」
が
あ
る
と
い
う
表
現
は
、
成

文
規
約
の
存
在
を
十
分
に
示
唆
し
て
い
る
。

右
の
解
釈
は
、
多
少
思
い
込
糸
が
強
い
と
の
識
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
が
、
し
か
し
友
子
の
成
文
規
約
は
、
少
な
く
と
も
明
治
三
○
年

代
前
半
期
に
相
当
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
根
拠
が
あ
る
。
例
え
ば
そ
の
一
例
は
、
明
治
三
五
年
に
草
倉
鉱
山
に
お

い
て
可
成
り
詳
細
な
友
子
成
文
規
約
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
松
島
静
雄
氏
の
友
子
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
明
治
三
五
年
四
月
に
草
倉
鉱
山
か
ら
発
せ
ら
れ
た
友
子
の
除
名
回
状
に
は
「
草
倉
銅
山
坑
夫
友
子
同
盟
規
約
第
二
章
第
一
一

（
６
）
 

十
七
条
第
一
一
一
類
第
十
四
項
に
依
り
御
懲
戒
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
草
倉
鉱
山
で
明
治
三
五
年
に
章
、
条
、
類
、
項
に
及
ぶ
詳
細
な

友
子
成
文
規
約
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
事
実
は
、
松
島
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
明
治
三
七
、
八
年
に
友
子
の
成
文
規
約

が
現
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
明
治
三
五
年
に
は
、
極
め
て
詳
細
な
成
文
規
約
が
す
で
に
出
来
上
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
明
治
三
○
年
の
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
の
よ
う
な
簡
略
な
も
の
は
、
す
で
に
明
治
三
○
年
頃
に
は
、
各
地
の
鉱
山
の
友

子
組
織
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い



4０ 
う
こ
と
を
十
分
に
示
唆
し
て
い
る
。
従
っ
て
草
倉
鉱
山
と
同
一
資
本
系
の
足
尾
銅
山
に
も
、
友
子
の
交
流
が
著
し
か
っ
た
の
で
、
同
様

の
友
子
規
約
が
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

明
治
三
○
年
代
前
半
期
に
友
子
の
成
文
規
約
が
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
う
一
つ
の
例
は
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ

て
い
る
明
治
末
年
の
成
文
規
約
自
体
に
あ
る
。
例
え
ば
、
神
岡
鉱
山
の
友
子
規
約
を
ふ
て
承
よ
う
。
水
瀬
清
二
郎
は
、
『
坑
夫
』
と
い

う
著
書
で
、
明
治
末
年
と
大
正
初
期
の
神
岡
鉱
山
の
友
子
規
約
を
紹
介
し
て
い
る
。
後
に
詳
し
く
紹
介
す
る
が
、
そ
の
規
約
の
う
ち
の

一
つ
は
、
「
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
契
約
書
」
と
題
し
、
「
明
治
四
十
四
年
一
一
月
訂
正
」
と
の
注
記
が
あ
り
、
ま
た
「
大
正
八
年
一
月
三

（
７
）
 

十
日
現
在
迄
実
施
せ
る
分
」
と
も
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
約
は
、
全
一
一
三
条
、
五
○
項
か
ら
な
る
か
な
り
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
明
治
四
四
年
に
改
正
し
た
と
思
わ
れ
る
個
所
（
実
際
は
新
し
く
追
加
さ
れ
た
条
項
）
は
、
｜
ヶ
条
と
六
項
に
し
か
す
ぎ
ず
、
こ

の
規
約
の
殆
ん
ど
は
明
治
四
四
年
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
詳
細
な
る
規
約
の
原
型
と
な
る
簡
略
な
規
約
は
、
相
当
以
前
に
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
水
瀬
清
二
郎
の
紹
介
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
友
子
規
約
に
「
栃
洞
山
中
規
約
」
（
「
大
正
八
年
二
月
一

日
改
正
」
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
内
容
的
に
は
、
さ
ぎ
の
「
神
岡
鉱
山
坑
夫
同
盟
契
約
書
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
「
栃
洞
山
中
規
約
」
の

方
が
全
七
条
全
三
○
項
（
但
し
大
正
一
二
年
以
降
の
改
正
追
加
条
項
を
除
く
）
で
、
か
な
り
簡
略
で
あ
る
。
も
と
も
と
神
岡
鉱
山
同
盟

（
８
）
 

坑
夫
の
「
契
約
書
」
は
、
明
治
三
一
年
に
大
富
坑
と
栃
洞
坑
の
一
一
箱
元
が
統
合
し
て
一
箱
と
な
っ
た
友
子
組
織
の
規
約
で
あ
る
。
従
っ

て
「
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
契
約
書
」
は
、
明
治
一
一
二
年
に
大
富
坑
の
箱
元
と
栃
洞
坑
の
箱
元
が
統
合
さ
れ
た
時
に
作
成
さ
れ
た
可
能

性
が
強
い
。
明
治
三
一
年
以
降
、
大
幅
な
規
約
改
正
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
「
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
契
約
書
」
の
原

型
は
、
明
治
三
一
年
に
作
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
因
に
「
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
規
約
」
（
末
尾
に
「
大
正
七
年
下
半
期

改
正
」
と
の
注
記
が
あ
る
）
と
い
う
も
の
も
水
瀬
の
著
書
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
条
文
の
序
列
は
若
干
異
な
る
が
、
さ
ぎ
の
「
契
約
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以
上
の
よ
う
に
、
明
治
四
四
年
改
正
の
神
岡
鉱
山
の
友
子
規
約
の
分
析
か
ら
、
神
岡
鉱
山
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
明
治
三
○
年

代
初
め
に
、
友
子
成
文
規
約
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
り
、
更
に
二
○
年
後
半
期
に
さ
え
さ
か
の
ぼ
っ
て
成
文
規
約
が

存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
な
傾
向
は
、
尾
去
沢
鉱
山
に
も
承
ら
れ
る
。
尾
去
沢
鉱
山
に
お
い
て
も
、
明
治
四
五
年
の
自
友
子
の
「
赤
沢
飯
場
規
則
」

書
」
と
内
容
的
に
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
何
故
こ
の
よ
う
に
二
様
の
規
約
が
存
在
す
る
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
私
見
で
は
、
ど
ち
ら
も

正
式
の
規
約
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
の
規
約
は
、
明
治
三
一
年
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
が
、
そ
の
直
接
の
原
型
は
、
大
富
坑

あ
る
い
は
栃
洞
坑
の
山
中
友
子
の
規
約
で
あ
ろ
う
。
両
坑
の
箱
元
は
統
合
さ
れ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
両
鉱
の
友
子
組
織
そ
の
も
の
は
、

山
中
規
約
を
持
っ
て
い
た
。
水
瀬
が
『
坑
夫
』
で
紹
介
し
て
い
る
「
栃
洞
山
中
規
約
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
規
約
は
、
「
大
正
八
年

二
月
改
正
」
と
あ
り
、
大
正
期
に
も
運
用
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
さ
ぎ
の

「
契
約
書
」
よ
り
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
基
本
的
に
同
旨
で
あ
る
。
「
栃
洞
山
中
規
則
」
は
、
条
文
の
内
容
に
は
、
大
富
坑
、

前
平
坑
に
も
共
通
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
形
式
と
し
て
は
、
明
治
三
一
年
に
大
富
坑
の
箱
元
と
統
合
さ
れ
る
以
前
の
栃
洞
坑
の
山

中
友
子
の
規
約
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
い
と
思
わ
れ
る
。

明
治
三
○
年
に
磐
城
炭
砿
で
成
文
規
約
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
お
け
ば
、
友
子
制
度
の
著
し
い
発
達
が
確
認
さ
れ
る
神
岡
鉱

山
に
お
い
て
、
明
治
一
一
一
一
年
に
一
つ
の
箱
元
に
統
合
さ
れ
る
前
に
大
富
坑
と
栃
洞
坑
の
一
一
つ
の
箱
元
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
成
文
規
約
を

保
持
し
て
い
た
と
し
て
も
、
少
し
も
不
思
議
で
は
な
い
。
「
栃
洞
山
中
規
則
」
は
、
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
の
規
約
よ
り
簡
略
で
あ
る
故

に
、
三
○
年
代
の
規
約
の
原
型
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
明
治
二
○
年
代
の
栃
洞
坑
の
友
子
の
規
約
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

に
、
三
○
年
代
（

と
も
思
わ
れ
る
。
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と
尾
去
沢
鉱
山
内
四
沢
（
四
坑
）
〈
口
同
の
「
山
中
交
際
規
則
」
、
「
山
中
救
済
規
則
」
が
残
っ
て
い
る
。
尾
去
沢
鉱
山
で
は
、
田
郡
、
石

切
沢
、
赤
沢
、
下
沢
の
四
沢
（
山
坑
）
の
友
子
組
織
が
明
治
四
四
年
に
統
合
し
て
四
沢
同
盟
友
子
を
組
織
し
た
。

「
赤
沢
飯
場
規
則
」
は
、
四
沢
統
合
に
際
し
て
記
録
類
の
整
備
と
交
際
分
担
に
つ
い
て
述
べ
た
ご
く
簡
単
な
も
の
で
、
友
子
規
約
の

類
で
は
な
い
。
「
山
中
救
助
規
則
」
は
、
全
一
二
条
か
ら
な
る
共
済
活
動
に
関
す
る
詳
細
な
規
則
で
あ
り
、
赤
沢
坑
の
友
子
組
織
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
規
則
は
、
川
治
四
五
年
九
月
（
大
正
元
年
九
月
）
に
、
赤
沢
区
の
同
友
子
組
織
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、

す
で
に
以
前
か
ら
赤
沢
山
中
友
子
の
「
山
中
救
助
規
則
」
と
し
て
成
文
化
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
成
文
化
さ
れ
て
い
た
時
期

を
何
時
頃
の
時
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
そ
の
手
掛
り
は
な
い
。
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
を
考
慮
す
る
と
、
明
治

一
一
一
○
年
頃
ま
で
に
成
文
化
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
山
中
交
際
規
則
」
は
、
四
沢
の
統
合
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
第
一
条
に
「
当
山
中
ト
ハ
川
郡
、
石
切
沢
、

赤
沢
、
下
沢
ノ
各
四
飯
（
場
が
欠
落
）
合
併
シ
テ
山
中
箱
元
ト
名
称
ス
」
と
の
規
定
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
全
一
九
条
か
ら
な

る
規
定
の
内
容
は
、
友
子
の
諸
機
能
、
諸
活
動
の
内
容
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
統
合
以
前
の
各
沢
の
友
子
の
山
中
交
際
規
約
が
原

型
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
た
い
。
統
合
以
前
に
各
沢
の
山
中
友
子
は
、
友
子
の
共
済
規
定
以
外
の
諸
活
動
の
規
定
を
行
な

っ
た
成
文
規
約
を
Ｊ
も
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
も
何
時
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
徳
川
期
以
来
友
子
組
織
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
尾
去
沢
鉱
山
で
、
明
治
三
○
年
代
中
頃
ま
で
に
成
文
規
約

が
成
立
し
て
い
た
と
ふ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
的
は
ず
れ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

友
子
の
成
文
規
約
が
明
治
一
一
一
○
年
代
前
半
に
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
う
一
つ
の
根
拠
に
、
肌
治
一
一
一
○
年
代
中
頃
の
夕
張
炭
砿

の
友
子
規
約
の
存
在
が
あ
る
。
明
治
四
一
年
刊
行
に
な
る
『
鉱
夫
待
遇
事
例
』
は
、
北
炭
夕
張
第
一
砿
の
「
渡
鉱
夫
組
合
規
約
ノ
摘

（
Ⅲ
）
 

要
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
搬
告
書
は
、
明
治
一
二
九
年
六
月
現
在
の
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
は
、
少
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以
上
の
よ
う
に
極
め
て
限
ら
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
て
あ
る
が
、
友
子
の
成
文
規
約
は
、
す
で
に
川
沿
三
○
年
頃
ま
で
に
か
な
り
の
程

度
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
点
も
ま
た
明
治
三
○
年
ま
で
に
ま
た
少
な
く
と
も
明
治
三
○
年
代
前
半
期
ま

で
に
友
子
制
度
が
確
立
し
た
と
よ
る
指
標
の
一
つ
の
根
拠
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

夕
張
炭
砿
に
お
け
る
明
治
三
七
、
八
年
に
お
け
る
か
な
り
詳
細
な
友
子
規
約
の
存
在
は
、
常
磐
地
方
に
明
治
三
○
年
の
成
文
友
子
規

約
が
存
在
し
た
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
事
が
云
え
る
。
北
海
道
で
は
、
明
治
二
○
年
代
初
め
か
ら
友
子
制
度
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
が
、

こ
れ
も
東
北
地
方
の
金
属
鉱
山
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
の
骨
子
も
恐
ら
く
東
北
地
方
の
金
属
鉱
川

の
も
の
を
手
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
ふ
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
北
地
方
で
、
明
治
三
○
年
代
前
半
あ
る
い
は
二
○
年
代
末
に
成
文
規

約
が
成
立
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
北
海
道
の
諸
炭
砿
へ
も
、
そ
れ
が
持
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規

約
も
、
朋
治
三
七
、
八
年
に
成
文
化
さ
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
明
治
三
○
年
代
前
半
に
成
文
化
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
く
と
も
明
治
三
七
、
八
年
現
在
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
、
規
約
全
文
で
は
な
く
編
者
に
よ
っ
て
要
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

全
貌
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
後
に
ふ
る
よ
う
に
几
そ
の
内
容
は
明
ら
か
で
あ
る
。
全
二
○
項
か
ら
な
り
、
か
な
り
詳
し
い
規
約
が
あ

（
３
）
同
上
、
二
六
七
頁
。

（
４
）
拙
著
『
日
本
炭
鉱
一

（
５
）
『
明
治
文
化
全
集
」

側
の
⑤
の
注

（
１
）
松
島
『
友
子
の
社
会
学
的
考
察
』
、
一
九
八
頁
。

（
２
）
山
口
弥
一
郎
『
炭
砿
聚
落
』
（
昭
和
一
七
年
刊
）
、

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

拙
著
『
日
本
炭
鉱
賃
労
働
史
論
』
（
時
潮
社
）
で
、
常
磐
地
方
の
炭
砿
等
の
発
展
を
概
括
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

『
明
治
文
化
全
集
』
第
一
五
巻
、
二
四
一
頁
。

’
六
七
－
九
頁
。
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㈹
明
治
三
○
年
代
の
友
子
規
約
に
み
る
友
子
制
度
の
構
造

①
明
治
三
○
年
磐
城
炭
砿
の
友
子
制
度
の
場
合

次
に
こ
れ
ま
で
に
残
さ
れ
て
い
る
友
子
規
約
を
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
三
○
年
代
の
友
子
制
度
の
構
造
を
明
ら

か
に
し
よ
う
。
ま
ず
明
治
三
○
年
の
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
を
み
て
承
よ
う
。
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
但
し
、
第
四
条
、
九
条
を

欠
落
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
第
六
条
、
七
条
の
一
部
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。

明
治
三
○
年
の
磐
城
炭
砿
の
内
郷
町
田
坑
の
友
子
規
約

第
一
条
当
交
際
所
へ
他
山
よ
り
登
飯
せ
る
友
子
へ
は
附
合
料
と
し
て
金
拾
銭
を
贈
与
す
る
も
の
と
す
、
奉
願
帳
又
は
寄
附
帳
を
携

帯
す
る
も
の
は
附
合
料
と
も
左
の
区
別
に
よ
り
贈
与
す
る
あ
の
と
す

奉
願
帳
一
等
金
一
円
同
二
等
金
七
拾
銭
寄
附
帳
金
五
十
銭

（
６
）
松
島
『
友
子
の
社
会
学
的
考
察
』
、
一
○
二
頁
。

（
７
）
友
子
規
約
類
は
、
水
瀬
漬
二
郎
『
坑
夫
』
の
第
四
編
を
参
照
。
な
お
こ
れ
は
、
葛
谷
利
春
編
『
長
棟
鉱
山
史
の
研
究
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い

（
９
）
こ
れ
ら
は
、
鉱
山
史
研
究
家
の
松
井
勝
明
氏
の
所
蔵
す
る
赤
沢
坑
自
友
子
の
箱
元
資
料
中
に
承
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
資
料
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
『
金
属
鉱
山
研
究
会
会
報
』
第
四
十
五
号
、
松
井
勝
明
「
尾
去
沢
鉱
山
『
赤
沢
自
坑
夫
友
子
資
料
』
を
め
ぐ
っ
て
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
こ
の
資
料
は
大
正
期
の
友
子
資
料
と
し
て
注
目
す
べ
き
内
容
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
目
下
秋
田
市
の
書
店
か
ら
秋
田
産
業
史
の
資
料
集
の
一

つ
と
し
て
出
版
を
計
画
中
で
あ
る
。

（
、
）
農
商
務
省
『
鉱
夫
待
遇
事
例
』
、
二
四
○
頁
以
下
。

（
８
）
神
岡
鉱
山
の
漆
山
坑
、
茂
住
坑
、
蛇
腹
坑
の
友
子
は
、
後
に
ふ
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
を
名
乗
っ
て
独
自
の
組
織
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

る
。
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第
三
条
当
山
使
役
せ
る
坑
夫
は
直
ち
に
交
際
所
へ
出
願
其
の
旨
届
出
べ
き
は
勿
論
た
る
べ
き
事
箱
元
に
於
て
名
札
を
掲
示
す
べ
き

に
依
り
万
一
掲
示
な
ぎ
場
合
は
之
は
又
直
ち
に
其
旨
申
出
で
名
簿
の
登
録
を
受
く
べ
き
も
の
と
す

第
五
条
前
条
交
際
金
は
会
計
の
当
日
必
ず
納
付
す
べ
き
も
の
と
す
、
万
一
納
付
し
難
き
時
は
其
の
事
情
に
依
り
参
日
間
猶
予
す
る

場
合
も
あ
る
べ
し
、
右
猶
予
期
間
を
経
過
す
る
も
納
付
せ
ざ
る
時
は
其
の
金
額
に
充
る
物
件
を
徴
収
せ
ら
る
上
も
決
し
て
異
議
な

ぎ
も
の
と
す
、
但
猶
予
期
間
を
経
過
す
る
も
徴
収
物
件
の
引
渡
し
を
な
さ
ず
又
納
付
を
怠
り
逃
走
せ
る
も
の
は
其
の
行
先
を
探
知

し
相
当
の
手
続
を
な
す
く
し

第
六
条
交
際
者
に
し
て
都
合
上
当
山
を
退
去
す
る
場
合
は
賎
別
金
と
し
て
使
役
当
日
よ
り
参
ヶ
月
以
上
交
際
せ
る
者
に
対
し
金
弐

拾
銭
を
贈
与
す
る
も
の
と
す
（
下
略
）

第
七
条
病
気
又
は
負
傷
の
場
合
は
直
ち
に
医
師
の
診
断
書
を
添
へ
箱
元
へ
届
出
づ
く
し
（
下
略
）

第
八
条
病
気
又
は
負
傷
の
場
合
は
左
の
区
別
に
よ
り
見
舞
金
を
贈
与
す
べ
き
も
の
と
す

三
週
間
以
上
四
週
間
以
内
の
者
金
五
十
銭
四
週
間
以
上
一
日
に
付
金
五
銭

第
十
条
前
条
の
負
傷
及
病
気
に
対
し
見
舞
金
を
贈
与
す
る
期
間
は
満
拾
ヶ
月
は
山
中
に
於
て
贈
与
す
る
も
の
と
す
、
右
期
間
後
は

医
師
の
診
断
書
又
は
山
中
の
協
議
に
よ
り
願
人
の
出
頭
に
基
き
奉
願
帳
を
附
与
す
る
あ
の
と
す

第
十
一
条
第
十
条
の
奉
願
帳
寄
附
帳
附
与
に
対
し
て
は
山
中
よ
り
奉
願
帳
に
対
し
て
は
金
拾
円
、
寄
附
帳
に
対
し
て
は
金
七
円
を

第
二
条

の
と
す

贈
与
す
る
も
の
と
す

奉
願
帳
、
寄
附
帳
共
弐
度
目
廻
山
者
は
金
参
拾
銭

二
条
当
山
に
便
用
せ
る
も
の
は
交
際
金
と
し
て
一
会
計
（
一
五
日
間
）
金
弐
拾
銭
を
山
中
箱
元
へ
納
附
し
交
際
費
に
充
つ
る
も
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ま
ず
組
織
に
関
す
る
規
定
を
み
る
と
、
特
別
に
組
織
運
営
に
対
す
る
規
定
は
承
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
友
子
の
組
織
の
基
本
的
枠
組

の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
条
で
は
「
交
際
所
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
第
二
条
で
は
友
子
の
会
計
や
活
動

を
総
括
す
る
「
箱
元
」
の
設
置
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
第
一
二
条
で
は
友
子
の
主
要
な
役
員
で
あ
る
「
大
当
番
」
が
置
か
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
第
一
○
条
に
お
い
て
は
見
舞
金
の
確
定
や
奉
願
帳
の
発
行
を
協
議
す
る
「
山
中
の
協
議
」
機
関
、
い
わ
ゆ
る
山

中
集
会
の
存
在
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
磐
城
炭
砿
の
友
子
が
、
確
乎
と
し
た
組
織
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
交
際
所
、
箱
元
、
大
当
番
、
山
中
協
議
な
ど
の
組
織
機
関
に
つ
い
て
は
、
管
見
す
る
限
り
、
こ
の
明
治
三
○
年
の
磐
城
炭
砿
の

友
子
規
約
に
お
い
て
は
じ
め
て
全
体
と
し
て
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
友
子
の
組
織
機
関
は
、
す
で
に
明

治
初
年
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
と
推
察
す
こ
と
が
で
き
る
。

因
に
「
交
際
所
」
は
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
他
山
よ
り
登
飯
せ
る
友
子
」
が
、
浪
客
制
度
に
則
っ
て
山
中
友
子

よ
り
、
「
附
合
料
」
の
交
付
を
受
け
た
り
、
奉
願
帳
制
度
に
基
づ
く
「
附
合
料
」
を
受
け
た
り
す
る
た
め
に
必
ず
立
寄
る
べ
き
友
子
事

務
所
で
あ
り
、
周
知
の
よ
う
に
、
登
山
鉱
夫
が
友
子
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
秘
儀
的
行
為
や
挨
拶
（
い
わ
ゆ
る
仁
儀
）
を
行
な
う
場

所
で
あ
る
。
ま
た
「
箱
元
」
は
、
第
二
条
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
当
山
に
使
用
せ
る
」
坑
夫
の
友
子
費
用
を
徴
収
し
保
管
す
る

友
子
会
計
箱
を
意
味
し
た
り
、
会
計
担
当
の
友
子
の
最
高
責
任
者
の
役
職
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
、
か
つ
友
子
の
交
際
所
の
お

か
れ
る
場
を
も
意
味
し
、
友
子
組
織
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
「
大
当
番
」
は
、
友
子
組
織
内
の
主
要
役
員
で
あ
り
、

第
十
二
条
当
山
交
際

よ
り
悔
金
を
贈
与
す

本
人
死
亡
の
場
合

金
五
円

当
山
交
際
者
又
は
家
族
の
死
亡
せ
る
場
合
は
山
中
よ
り
人
夫
及
び
大
当
番
出
張
埋
葬
の
手
続
を
了
し
且
つ
左
の
区
別
に

金
拾
円
家
族
死
亡
に
対
し
て
金
五
円
子
女
に
し
て
満
一
歳
以
上
七
歳
ま
で
金
弐
円
満
七
歳
以
上
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通
常
そ
の
下
に
平
の
当
番
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
第
一
二
条
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
友
子
メ
ン
バ
ー
の
死
亡
に
際
し
て
「
埋
葬
の
手

続
」
を
し
た
り
「
悔
金
を
贈
与
」
し
た
り
、
友
子
の
諸
活
動
を
指
導
し
た
り
、
執
行
し
た
り
す
る
友
子
の
幹
部
で
あ
る
。
ま
た
「
山
中

の
協
議
」
は
、
こ
こ
で
は
役
員
の
協
議
か
山
中
全
員
の
集
会
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
第
一
○
条
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
病
傷
者

に
対
す
る
見
舞
金
額
の
確
定
や
奉
願
帳
の
発
行
を
協
議
決
定
す
る
機
関
で
あ
る
。

次
に
機
能
に
関
す
る
規
定
を
ゑ
て
ゑ
る
と
、
規
約
全
体
は
、
主
に
友
子
の
機
能
に
つ
い
て
の
規
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
は
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
が
素
朴
な
も
の
で
あ
り
、
組
織
に
関
す
る
規
定
を
全
く
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
友
子
の
会
計
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
二
条
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
友
子
の
費
用
徴
達
は
メ
ン
バ
ー
の
会
費
制
を
と
っ
て
お

り
、
。
会
計
（
一
五
日
間
）
金
弐
拾
銭
」
、
月
四
○
銭
の
負
担
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
一
○
年
頃
の
神
岡
鉱
山
の
友
子
会
計
の
よ
う

に
必
要
に
応
じ
て
交
際
費
を
徴
収
す
る
の
と
異
っ
て
よ
り
近
代
的
に
な
っ
て
い
る
。
会
費
制
の
方
が
収
入
は
安
定
す
る
が
、
運
用
に
弾

力
性
を
欠
く
面
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
因
に
、
明
治
三
○
年
頃
の
常
磐
地
方
の
賃
金
は
、
不
明
で
あ
る
が
、
四
○
年
頃
に
つ
い
て
ゑ
る

（
１
）
 

と
一
般
賃
金
の
五
割
増
で
採
炭
夫
は
六
○
銭
位
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
仮
に
一
般
の
賃
金
が
一
日
一
二
○
銭
前
後
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か

ら
、
常
磐
地
方
の
採
炭
夫
の
日
賃
金
は
四
五
銭
位
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
と
す
る
と
月
四
○
銭
の
会
費
は
、
一
日
分
の
賃
金
を
若
干
超
え

る
額
で
あ
り
、
月
二
○
日
の
稼
動
日
と
し
て
、
月
賃
金
の
四
・
四
％
に
相
当
し
、
相
当
の
額
と
な
る
。
こ
れ
は
友
子
が
、
熟
練
鉱
夫
を

（
２
）
 

中
心
と
し
た
組
織
で
あ
る
こ
と
を
一
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
明
治
三
○
年
代
末
の
一
般
鉱
夫
共
済
会
の
月
会
費
一
○
銭
程
度
と
較
べ
て

著
し
く
高
額
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
会
費
未
納
に
つ
い
て
も
厳
し
い
規
定
が
あ
り
、
第
五
条
は
、
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
、
事
情
に
よ
り
三
日
間
の
猶
予
を
認

め
、
そ
れ
で
も
未
納
の
場
合
に
相
当
額
の
物
件
の
横
収
と
、
そ
れ
の
拒
否
又
は
未
納
の
ま
ま
の
逃
亡
に
対
し
て
は
「
相
当
の
手
続
」

（
３
）
 

（
恐
ら
く
除
名
処
分
で
あ
ろ
う
）
を
識
ず
る
と
規
定
し
て
い
る
。
明
治
三
○
年
代
の
日
本
の
労
働
組
〈
口
の
会
費
徴
収
の
ル
ー
ズ
さ
と
比



4８ 
較
す
る
時
、
友
子
の
組
織
性
、
規
律
の
厳
し
さ
が
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。

磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
は
、
取
立
に
つ
い
て
の
規
定
を
全
く
含
ん
で
お
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
取
立
制
度
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
そ

の
代
り
共
済
活
動
に
つ
い
て
の
規
定
は
詳
し
い
。
ま
ず
病
傷
に
つ
い
て
の
規
定
と
し
て
、
第
七
条
は
、
扶
助
の
前
提
と
し
て
病
傷
者

が
、
医
師
の
診
断
書
を
箱
元
に
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
初
期
の
旧
神
岡
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
よ
う
に
、

医
者
の
い
な
い
時
期
の
場
合
と
異
な
っ
て
、
明
治
後
期
の
近
代
的
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
機
能
の
近
代
性
を
示
す
一
指
標
で
あ
る
。
第

八
条
は
、
見
舞
金
の
グ
レ
ー
ド
を
示
し
た
も
の
で
、
三
週
間
’
四
週
間
の
病
傷
の
者
金
五
○
銭
、
四
週
間
以
上
一
日
に
付
金
五
銭
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
後
に
承
る
神
岡
鉱
山
の
規
定
と
較
べ
る
と
大
分
簡
略
で
あ
り
、
常
磐
地
方
の
友
子
制
度
の
発
達
度
合

を
象
徴
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
こ
こ
で
も
注
意
を
要
す
る
の
は
、
二
週
間
以
内
の
病
傷
は
、
友
子
組
織
と
し
て
扶
助
が
な
さ
れ
な
い
規
定
に
な
っ
て
い
る
が
、

（
４
）
 

そ
の
分
は
、
親
分
子
分
あ
る
い
は
兄
弟
分
と
い
っ
た
友
子
の
中
軸
的
結
合
の
周
辺
で
扶
助
さ
れ
た
と
み
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た

一
一
○
日
か
ら
三
○
日
近
く
の
傷
病
に
対
し
て
五
○
銭
の
見
舞
金
は
、
一
日
当
り
一
銭
六
厘
’
一
一
銭
五
厘
で
額
か
ら
み
れ
ば
多
く
は
な
い

が
、
こ
れ
は
、
磐
城
炭
砿
内
郷
町
田
坑
の
友
子
組
織
が
弱
小
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
身
近
な
仲
間
に
よ

る
扶
助
も
前
提
さ
れ
、
か
つ
無
過
失
の
負
傷
な
ど
で
は
公
的
な
救
仙
規
則
の
扶
助
が
こ
れ
を
補
足
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第
一
○
条
は
、
四
週
間
以
上
不
治
の
病
傷
は
満
一
○
ヶ
月
ま
で
一
日
五
銭
の
見
舞
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
満
一
○
ヶ
月
以
上
の

場
合
は
、
医
師
の
診
断
書
を
基
に
、
願
人
に
よ
る
奉
願
帳
交
附
の
申
請
を
な
し
、
山
中
協
議
に
よ
っ
て
、
奉
願
帳
を
発
行
す
る
こ
と
も

あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
第
二
条
は
、
奉
願
帳
発
行
に
対
し
て
、
山
中
友
子
よ
り
金
一
○
円
、
寄
附
帳
発
行
に
対
し
て
は
金
七
円
の

支
給
を
規
定
し
て
い
る
。
因
に
労
働
能
力
喪
失
者
に
退
職
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
の
一
○
円
と
い
う
額
は
、
採
炭
夫
の
一
ヶ
月
分
の

賃
金
に
相
当
し
、
友
子
共
済
制
度
の
中
の
焦
眉
で
あ
る
。
一
時
的
な
病
傷
者
は
、
借
金
し
て
食
い
つ
な
ぐ
に
し
て
も
、
回
復
す
れ
ば
借



４９明治期における友子の組織と機能（中）

第
一
二
条
は
、
友
子
メ
ン
バ
ー
の
鉱
夫
本
人
及
び
家
族
の
死
亡
に
対
す
る
見
舞
金
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
人
死
亡
に
対
し
て

は
金
一
○
円
、
七
歳
以
上
の
家
族
死
亡
に
対
し
て
は
金
五
円
、
一
歳
’
七
歳
ま
で
は
金
二
円
と
定
め
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
明
治

三
○
年
頃
に
は
友
子
の
共
済
制
度
は
、
制
度
的
に
は
確
乎
と
し
て
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
い
わ
ゆ
る
箱
元
交
際
と
呼
ば
れ
る
浪
客
制
度
に
つ
い
て
の
規
定
を
承
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
条
は
、
第
一
に
、
浪
人
と
し
て

当
鉱
山
に
登
飯
し
た
者
に
「
附
合
料
」
と
し
て
金
一
○
銭
を
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
草
畦
銭
と
も
見
受
け
ら
れ
、
一
宿

一
飯
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
特
に
規
定
は
な
い
。
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
に
徴
す
る
に
、
一
宿
一
飯
の
費
用
は
、
こ
の
交
際
費
の
外

に
山
中
友
子
の
負
担
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
登
飯
浪
人
が
、
も
し
当
川
で
働
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
第
三
条
に
あ
る

よ
う
に
、
交
際
所
に
そ
の
旨
出
願
し
、
箱
元
に
名
札
を
褐
示
し
、
当
山
中
友
子
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
定
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
条
は
ま
た
奉
願
帳
・
寄
附
帳
持
浪
人
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
奉
願
帳
持
を
二
段
階
に
分
け
、
一
等
の
も
の
に
は

金
一
円
、
二
等
の
も
の
に
は
金
七
○
銭
を
支
給
し
、
寄
附
帳
持
に
対
し
て
は
金
五
○
銭
が
支
給
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
奉

願
帳
持
浪
人
は
、
鉱
山
か
ら
鉱
山
を
渡
り
歩
い
て
、
附
合
料
を
給
附
さ
れ
、
余
生
を
生
き
て
い
く
。
当
時
、
奉
願
帳
が
一
鉱
山
で
ど
の

金
の
返
済
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
労
働
す
る
能
力
を
失
っ
た
鉱
夫
は
、
稼
ぐ
す
べ
を
持
た
な
い
。

奉
願
帳
の
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
に
お
い
て
は
じ
め
て
そ
の
存
在
が
資
料
的
に
確
認
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
奉
願
帳
制
度
は
、
｜
鉱
山
に
個
別
的
に
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
全
国
的
な
制
度
で
あ
り
、
常
磐
地
方
に
お
い
て

明
治
三
○
年
に
こ
の
制
度
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
制
度
が
、
少
な
く
と
も
、
北
陸
中
部
、
東
北
地
方
で
普
及
し
て
い
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
明
治
前
期
に
は
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
奉
願
帳
制
度
は
、
す
で
に
明
治
二
○
年
代
に

は
成
立
し
て
い
た
と
ゑ
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
三
○
年
頃
ま
で
に
友
子
制
度
が
確
立
し
た
と
す
る
一
つ
の
有
力
な
根
拠
が
、
こ
の

奉
願
帳
制
度
の
普
及
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
明
治
三
○
年
の
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
は
、
取
立
制
度
に
関
す
る
規
定
を
欠
く
と
は
い
え
、
明
治
末
年
と
大
正
初
期

に
ふ
ら
れ
る
友
子
制
度
の
基
本
的
枠
組
を
お
上
よ
そ
整
備
し
て
お
り
、
友
子
制
度
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
し
た
制
度
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
尚
最
後
に
一
言
附
け
加
え
て
お
け
ば
、
磐
城
炭
砿
の
友
子
組
織
は
、
目
友
子
と
も
渡
友
子
と
も
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、

実
態
的
に
ふ
れ
ば
自
友
子
系
で
あ
り
、
当
時
、
常
磐
地
方
の
労
働
力
の
給
源
が
、
足
尾
銅
山
や
北
陸
の
諸
鉱
山
に
あ
り
、
目
友
子
系
の

友
子
組
織
が
移
入
さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

程
度
の
頻
度
で
発
行
さ
れ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
正
期
の
友
子
箱
元
資
料
は
、
毎
月
数
人
か
ら
拾
数
人
の
奉
願
帳
持
浪
人
が
交

際
所
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
制
度
が
決
し
て
名
目
的
な
も
の
で
は
な
く
、
実
態
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
点
は
後
に
詳
し
く
ふ
れ
た
い
。

奉
願
帳
制
度
の
規
定
は
、
二
度
目
の
廻
山
者
に
対
し
て
は
、
金
三
○
銭
と
規
定
し
、
初
回
よ
り
支
給
額
が
半
減
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
奉
願
帳
持
浪
人
の
登
山
が
一
鉱
山
の
山
中
友
子
に
集
中
す
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
措
置
で
、
き
わ
め
て
合
理
的
な
規
定
と
な

は
、
奉
願
握

っ
て
い
る
。

四
の
何
の
①
の
注

（
１
）
拙
稿
『
日
本
炭
鉱
賃
労
働
史
論
』
、
一
三
八
頁
を
参
照
。

（
２
）
『
鉱
夫
待
遇
事
例
』
、
一
六
九
頁
。

（
３
）
明
治
三
○
年
代
前
半
の
鉄
工
組
合
な
ど
が
組
合
費
の
未
納
に
悩
ん
で
い
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
は
兵
藤
釦
『
日
本
に
お
け
る

労
資
関
係
の
展
開
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）
他
の
山
中
友
子
の
規
約
で
も
、
二
週
間
以
内
の
病
傷
に
対
す
る
組
織
と
し
て
の
扶
助
規
定
は
な
い
が
、
そ
れ
は
、
松
島
静
雄
氏
も
指
摘
（
『
友

子
の
社
会
学
的
考
察
』
六
二
頁
）
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
病
傷
者
の
周
辺
の
友
子
関
係
者
に
よ
る
身
辺
的
な
扶
助
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

す
。
組
織
と
し
て
問
題
な
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
身
辺
的
扶
助
を
超
え
る
よ
う
な
病
傷
の
場
合
で
あ
っ
た
。



５１明治期における友子の組織と機能（中）

者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

４
－
、
不
都
合
ノ
所
為
一
一
依
り
除
名
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
隣
川
又
〈
相
当
人
物
ヲ
以
テ
詫
入
り
爾
後
改
心
ノ
見
込
ア
ル
モ
ノ
ニ
限
り

再
上
入
会
ヲ
許
ス
コ
ト
ァ
ル
ヘ
シ
此
ノ
場
合
一
一
〈
各
鉱
山
一
一
対
シ
道
明
ケ
ノ
通
知
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

５
｜
、
組
合
員
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
区
内
ヨ
リ
金
参
円
シ
、
ヲ
出
金
シ
香
糞
ヲ
贈
与
ス

６
｜
、
組
合
員
ノ
家
族
ニ
シ
テ
死
亡
者
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
区
内
ヨ
リ
金
五
十
銭
シ
、
出
金
シ
テ
香
莫
ヲ
贈
与
ス

７
｜
、
組
合
員
ダ
ル
死
亡
者
一
一
遺
族
ア
リ
ト
錐
ト
モ
位
牌
〈
必
ス
兄
子
分
二
於
テ
之
ヲ
捧
持
ス
ヘ
キ
コ
ト
兄
子
分
不
在
ナ
ル
ト
キ
ハ

弟
子
分
、
弟
子
分
不
在
ノ
ト
キ
（
近
縁
ノ
モ
ノ
之
ヲ
捧
持
ス

８
－
、
組
合
員
又
〈
其
家
族
ニ
シ
テ
死
亡
者
ア
ル
ト
キ
ハ
左
ノ
方
法
ニ
ョ
リ
救
助
ス

ー
、
組
合
員
死
亡
ノ
ト
キ
（
一
人
二
付
白
米
一
升
宛

二
、
組
合
員
ノ
家
族
ニ
シ
テ
五
歳
以
上
ノ
モ
ノ
死
亡
ノ
ト
キ
ハ
白
米
五
合
宛

三
、
組
合
員
ノ
家
族
ニ
シ
テ
一
一
歳
以
上
五
歳
以
下
ノ
モ
ノ
死
亡
ノ
ト
キ
（
白
米
一
一
合
五
勺

②
明
治
三
○
年
代
中
頃
夕
張
第
一
砿
の
友
子
制
度
の
場
合

次
に
明
治
三
○
年
代
中
頃
の
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
を
ゑ
て
み
よ
う
。
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
冒
頭
の
ナ
ン
バ
ー
は
筆

１
｜
、
組
合
員

２
｜
、
当
山
ヲ

３
「
組
合
ノ

ヲ
許
サ
ス

夕
張
第
一
砿
の
渡
鉱
夫
組
合
規
約
の
摘
要

組
合
員
〈
古
来
ヨ
リ
ノ
規
約
ニ
依
り
五
十
三
ケ
条
ノ
山
例
、
山
法
ヲ
確
守
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

当
山
ヲ
五
区
二
区
分
シ
各
区
毎
一
一
区
長
ヲ
置
ク

組
合
ノ
規
約
ヲ
破
り
其
他
不
都
合
ノ
所
為
ニ
依
り
除
名
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
理
由
ヲ
認
メ
各
鉱
山
一
一
通
知
シ
再
上
組
合
一
一
入
会
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み
ら
れ
る
通
り
、
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
は
、
二
○
項
目
か
ら
な
り
や
▲
詳
細
で
は
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
あ
ま
り
整
然
と
は
し

て
い
な
い
。
規
約
と
し
て
は
、
粗
雑
な
部
類
に
属
し
、
そ
の
古
さ
が
示
唆
さ
れ
る
。
尚
規
約
の
分
析
に
先
立
っ
て
指
摘
し
て
お
け
ば
、

Ⅳ
｜
、
組
合
員
〈
交
際

肥
一
、
出
生
山
（
親
山

四
一
、
組
合
員
一
一
シ
テ

奉
願
帳
ヲ
附
与
ス

別
一
、
他
諸
山
組
合
員

９
－
、
職
親
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
一
週
年
内
二
兄
子
分
タ
ル
モ
ノ
必
ス
石
牌
ヲ
建
立
ス
ル
コ
ト
、
若
子
分
ナ
キ
ト
キ
ハ
取
立
兄
弟
一
一

於
テ
之
ヲ
建
立
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

皿
一
、
前
項
ノ
規
約
二
違
反
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
組
合
ヨ
リ
之
ヲ
除
名
ス

ｕ
ｌ
、
組
合
員
及
家
族
一
一
シ
テ
負
傷
又
〈
疾
病
等
一
一
罹
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
役
員
一
同
協
議
ノ
上
相
当
ノ
見
舞
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

皿
一
、
浪
人
ト
シ
テ
登
山
シ
タ
ル
モ
ノ
ァ
ル
ト
キ
〈
本
人
ノ
生
国
職
親
職
兄
及
登
山
ノ
用
務
、
出
生
ノ
年
月
日
等
ヲ
精
査
シ
テ
正
当

ナ
ル
友
子
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
各
区
長
一
一
通
知
シ
区
内
一
統
へ
通
知
シ
一
同
挨
拶
一
一
出
ツ
ル
モ
ノ
ト
ス

Ⅲ
｜
、
浪
人
ト
シ
テ
登
山
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
三
日
間
ヲ
限
り
無
料
ニ
テ
宿
泊
ヲ
許
ス

ｕ
ｌ
、
他
山
二
於
テ
除
名
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
浪
人
ト
シ
テ
登
山
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
一
一
下
山
ヲ
命
ス

旧
一
、
浪
人
登
山
者
ニ
シ
テ
三
日
間
滞
山
ノ
後
下
山
ス
ル
ト
キ
ハ
附
合
金
ト
シ
テ
金
二
十
銭
饒
別
ト
シ
テ
金
一
一
一
拾
銭
ヲ
贈
与
ス

肥
一
、
他
諸
鉱
山
ノ
組
合
員
一
一
シ
テ
天
災
地
変
ノ
為
〆
多
数
ノ
死
傷
者
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
山
中
一
同
協
議
ノ
上
相
当
ノ
見
舞
金
ヲ

贈
呈
ス

他
諸
山
組
合
員
一
一

組
合
員
〈
交
際
金
ト
シ
テ
毎
月
一
人
二
付
二
拾
銭
宛
組
合
へ
納
付
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

出
生
山
（
親
山
ト
シ
テ
三
年
一
一
一
月
十
日
間
〈
他
行
ヲ
許
サ
、
ル
モ
ノ
ト
ス

組
合
員
一
一
シ
テ
負
傷
ノ
為
〆
療
疾
ト
ナ
リ
又
〈
長
病
ノ
為
〆
生
計
困
難
二
陥
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ
山
中
一
統
協
議
ノ
上

シ
テ
前
条
ノ
奉
願
帳
ヲ
持
参
シ
タ
ル
ト
キ
〈
山
中
一
統
協
議
ノ
上
相
当
ノ
金
ヲ
恵
与
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
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ま
ず
組
織
面
の
規
定
か
ら
ゑ
て
い
こ
う
。
第
一
項
は
、
友
子
が
「
五
十
三
ケ
条
ノ
山
例
、
山
法
ヲ
確
守
ス
ベ
キ
モ
ノ
」
と
規
定
し
、

山
例
、
山
法
の
類
が
似
然
と
し
て
友
子
の
職
業
倫
理
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
興
味
深
い
。
夕
張
第
一
砿
の
規
約
も
、

磐
城
炭
砿
の
規
約
と
同
様
に
、
友
子
組
織
に
つ
い
て
の
規
定
を
欠
き
、
交
際
所
、
箱
元
、
大
当
番
に
つ
い
て
の
言
及
さ
え
ふ
ら
れ
な

い
。
し
か
し
そ
れ
ら
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
の
組
織
に
つ
い
て
の
言
及
で
注
目
さ
れ
る

の
は
第
一
に
、
友
子
を
「
組
合
」
と
し
て
把
え
て
い
る
と
で
あ
る
。
友
子
を
組
合
と
し
て
把
え
て
い
る
の
は
管
見
す
る
限
り
、
こ
の
規

約
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
点
は
、
第
二
項
に
あ
る
如
く
、
夕
張
第
一
砿
の
友
子
組
織
を
「
五
区
」
に
区
分
し
、
各
区
に
「
区

長
」
を
置
き
、
区
部
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
山
中
友
子
を
区
部
制
を
も
っ
て
編
成
し
て
い
る
例
は
、
後
に
ふ
る
よ
う
に
阿
仁

鉱
山
の
友
子
組
織
に
も
ふ
ら
れ
る
が
、
大
鉱
山
に
お
い
て
は
、
名
称
は
と
も
か
く
、
事
実
上
支
部
制
を
と
っ
て
い
る
例
は
他
に
も
多
く

ふ
ら
れ
る
。
第
三
に
、
第
一
一
項
に
ふ
ら
れ
る
よ
う
に
、
病
傷
に
対
す
る
見
舞
金
の
給
付
決
定
に
は
「
役
員
一
同
協
議
」
と
あ
り
、
役

員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
友
子
の
組
合
員
が
多
数
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
全
員
集
会
の
山
中
集
会
の
開
催
は
技
術

的
に
難
し
く
な
り
、
い
き
お
い
友
子
の
組
織
運
営
の
中
心
は
役
員
会
に
な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
友
子
の
直
接
民

主
主
義
的
性
格
を
失
な
わ
せ
、
有
力
幹
部
の
ボ
ス
支
配
を
生
む
危
険
性
も
ま
た
強
ま
る
と
み
ら
れ
る
。
第
一
六
項
、
一
九
項
、
二
○
項

に
あ
る
よ
う
に
、
問
題
の
「
山
中
一
統
協
議
」
の
上
決
定
す
る
と
あ
る
が
、
全
員
の
山
中
集
会
で
あ
る
の
か
ど
う
か
定
で
は
な
い
。

第
三
に
、
第
三
項
、
第
四
項
、
第
一
○
項
、
第
一
四
項
の
規
律
上
の
規
定
も
注
目
さ
れ
る
。
第
三
項
は
、
「
組
合
ノ
規
約
ヲ
破
り
其
他

不
都
合
ノ
所
為
ニ
依
り
除
名
シ
タ
ル
ト
ー
ー
ハ
其
理
由
ヲ
認
ノ
各
鉱
山
二
通
知
シ
再
上
組
合
一
一
入
会
ヲ
許
サ
ス
」
と
あ
り
、
友
子
の
厳
し

い
内
部
規
律
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
内
部
規
律
（
除
名
処
分
）
な
し
に
、
組
織
の
存
続
、
発
展
は
不
可
能
で
あ
り
、

と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

夕
張
第
一
砿
は
明
治
三
○
年
代
中
頃
に
は
、
す
で
に
砿
夫
三
○
○
○
人
以
上
を
擁
す
る
大
炭
砿
で
あ
り
、
友
子
組
織
も
大
規
模
だ
っ
た
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現
実
の
明
治
期
に
お
け
る
友
子
の
発
展
は
、
こ
の
よ
う
な
規
律
規
定
の
存
在
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
他

方
第
四
項
の
「
不
都
合
ノ
所
為
ニ
依
り
除
名
シ
タ
ル
モ
ノ
ー
一
対
シ
隣
山
又
〈
相
当
人
物
ヲ
以
テ
詫
入
り
爾
後
改
心
ノ
見
込
ア
ル
モ
ノ
ニ

ミ
チ
ア
ケ
（
１
）

限
り
再
上
入
会
ヲ
許
ス
コ
ト
ァ
ル
ベ
シ
」
と
の
規
定
は
、
厳
し
い
規
律
を
主
張
す
る
反
面
、
違
反
者
を
救
済
す
る
「
道
明
」
と
呼
ば
れ

る
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
装
置
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
注
目
さ
れ
る
。
友
子
は
、
組
織
運
営
の
弾
力
性
を
保
持
し
て
い
た

と
云
い
う
る
。
な
お
除
名
処
分
及
び
そ
の
解
除
に
際
し
て
は
、
そ
の
旨
他
鉱
山
に
回
状
を
も
っ
て
通
知
す
る
慣
行
が
あ
る
が
、
こ
の
廻

（
２
）
 

状
制
度
は
、
足
尾
銅
山
の
老
鉱
夫
に
よ
っ
て
、
す
で
に
明
治
二
○
年
代
前
半
頃
に
存
在
し
た
と
の
証
言
が
あ
る
。

第
一
○
項
の
「
前
項
ノ
規
約
二
違
反
シ
タ
ル
ト
キ
（
組
合
ヨ
リ
之
ヲ
除
名
ス
」
と
の
規
定
は
、
第
三
項
の
繰
り
返
し
に
す
ぎ
な
い
。

第
一
四
項
の
「
他
山
二
於
テ
除
名
セ
ラ
レ
ク
ル
モ
ノ
浪
人
ト
シ
テ
登
山
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
一
一
下
山
ヲ
命
ス
」
と
の
規
定
は
、
除
名
処
分

が
単
に
一
山
的
な
も
の
で
な
く
、
全
国
的
な
制
度
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
に
こ
そ
、
友
子
制
度

は
、
組
織
と
し
て
は
一
山
的
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
機
能
の
面
で
は
全
国
的
な
性
格
を
保
持
し
て
い
る
所
以
が
あ
る
と
云
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
は
、
組
織
の
面
で
は
、
除
名
処
分
の
ほ
か
注
目
す
べ
き
規
定
が
な
い
が
、
新
し
い
炭
砿

に
お
け
る
友
子
だ
け
あ
っ
て
組
合
と
称
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

友
子
の
機
能
の
面
に
つ
い
て
は
、
若
干
注
目
さ
れ
る
規
定
も
含
ま
れ
て
い
る
。
第
一
に
取
立
制
度
に
つ
い
て
は
、
特
に
詳
し
い
規
定

は
ふ
ら
れ
な
い
が
、
第
一
八
項
は
、
「
出
生
山
〈
親
山
ト
シ
テ
三
年
一
一
一
月
十
日
〈
他
行
ヲ
許
サ
、
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
規
定
し
、
取
立
山

に
お
け
る
三
年
一
一
一
ヶ
月
の
修
業
義
務
の
存
在
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
一
方
で
は
取
立
て
ら
れ
た
鉱
夫
が
一
つ
の
友
子
組
織

内
で
、
友
子
の
組
織
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
更
に
技
能
修
熟
を
も
義
務
づ
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、

熟
練
労
働
力
不
足
傾
向
の
明
治
期
に
あ
っ
て
、
｜
鉱
山
に
よ
る
熟
練
労
働
力
の
確
保
を
幾
分
と
も
保
障
す
る
意
味
合
い
を
も
っ
て
い

た
。
こ
の
制
度
は
、
一
次
資
料
の
上
で
は
、
明
治
三
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
足
尾
銅
山
』
に
お
い
て
初
め
て
確
認
さ
れ
る
が
、
少
な
く
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一
記
帳
ノ
方
法
記
帳
ノ
方
法
〈
親
分
又
〈
以
母
親
ノ
生
国
及
姓
名
ノ
直
下
一
一
子
分
又
〈
以
母
親
舎
弟
ノ
生
国
及
姓
名
ヲ
記
シ
以

下
同
期
一
一
入
会
シ
タ
モ
ノ
ヲ
列
記
ス

右
二
種
ノ
面
附
ノ
外
友
子
総
員
二
付
親
分
及
子
分
ノ
関
係
ヲ
記
帳
シ
タ
ル
山
中
立
会
面
附
く
附
近
鉱
山
二
於
ケ
ル
友
子
二
人
ヲ
立
会

面
附
及
鉱
山
所
在
地
二
於
ケ
ル
目
鉱
夫
組
合
二
属
ス
ル
ニ
人
ノ
立
会
面
附
ヲ
認
メ
ｕ
テ
入
会
ノ
儀
式
ヲ
執
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

｜
組
合
二
入
会
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
入
会
後
一
一
一
年
一
一
一
月
十
日
間
〈
他
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
之
レ
三
ヶ
年
〈
鉱
山
ノ
為
メ
三

ヶ
月
〈
親
分
ノ
為
〆
又
十
日
間
（
以
母
親
ノ
為
メ
奉
公
ス
ル
モ
ノ
ト
定
メ
ラ
レ
タ
ル
習
慣
ア
ル
カ
故
ナ
リ
而
シ
テ
友
子
一
一
シ
テ
親

分
ト
ナ
リ
子
分
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ハ
入
会
後
五
ヶ
年
以
上
経
過
シ
タ
ル
モ
ノ
ー
ー
限
ル
モ
ノ
ト
ス

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
渡
友
子
の
場
合
は
、
取
立
に
際
し
て
親
分
子
分
の
関
係
の
他
に
「
以
母
親
、
以
母
舎
弟
」
の

関
係
を
取
り
結
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
自
友
子
系
で
も
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
兄
弟
分
関
係
は
結
ん
で
お
り
、
こ
こ
で
以

と
も
す
で
に
明
治
三
○
年
代
前
半
期
に
は
定
着
し
て
い
た
と
ふ
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
取
立
制
度
に
つ
い
て
規
約
上
の
規
定
で
は
な
い
が
、
『
鉱
夫
待
遇
事
例
』
は
、
夕
張
第
一
砿
の
規
約
と
併
せ
て
、
「
友
子
入
会

ノ
方
式
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
引
用
し
て
お
こ
う
。

入
会
ノ
手
続
組
合
一
一
入
会
ス
ル
ヲ
取
立
ト
称
ス
入
会
者
ノ
履
歴
性
行
等
ヲ
調
査
シ
組
合
員
ノ
同
意
ヲ
経
テ
入
会
ヲ
許
ス

入
会
シ
タ
ル
者
ノ
分
限
取
立
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
同
時
二
親
分
、
子
分
、
以
母
親
、
以
母
舎
弟
ノ
ー
関
係
ヲ
生
ス
即
チ
入
会
者
〈

親
分
及
以
母
親
ノ
ー
人
ヲ
戴
キ
以
母
親
ダ
ル
モ
ノ
ョ
リ
ス
レ
ハ
以
母
舎
弟
ノ
名
儀
ヲ
保
ツ
モ
ノ
ト
ス

友
子
名
簿
ノ
記
帳
親
分
、
子
分
ノ
関
係
〈
大
工
取
立
面
附
二
記
帳
シ
又
以
母
親
、
以
母
舎
弟
ノ
関
係
〈
之
ヲ
掘
子
取
立
面
附

一
一
記
帳
ス

友
子
入
会
ノ
方
式

入
会
ノ
手
続
組
合
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に
際
し
て
は
、
白
米
五
合
、

「
不
幸
米
」
の
こ
と
で
あ
る
。

母
親
と
か
以
母
舎
弟
と
か
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
渡
友
子
の
場
合
は
、
兄
弟
分
関
係
を
「
掘
子

取
立
面
附
」
に
記
す
と
あ
る
。
こ
の
二
点
は
、
自
渡
両
友
子
を
区
別
す
る
指
標
に
な
る
の
で
今
後
念
頭
に
置
い
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
親
分
と
な
る
た
め
に
は
「
入
会
後
五
ヶ
年
以
上
経
過
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
」
と
の
慣
行
は
、
果
し
て
ど
の
程
度
一
般
性
を
も

つ
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
神
岡
鉱
山
で
は
、
水
瀬
清
二
郎
に
よ
れ
ば
、
親
分
と
な
る
た
め
に
は
取
立
後
「
三
年
以
上
経
過
し
て
ゐ
る

（
３
）
 

事
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
制
度
的
に
は
、
親
分
と
な
る
時
期
は
地
域
や
鉱
山
の
事
情
に
よ
っ
て
や
上
可
変
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
三
年
位
は
要
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
後
に
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
友
子
の
財
政
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
第
一
七
項
は
「
組
合
員
〈
交
際
金
ト
シ
テ
毎
月
一
人
二
付
二
拾
銭
宛
組
合
へ
納
付
ス
ヘ
キ
モ

ノ
ト
ス
」
と
規
定
し
て
お
り
、
一
応
月
会
費
制
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
額
は
、
磐
城
炭
砿
の
二
分
の
一
で
あ
り
、
貸
金

上
昇
を
考
慮
す
る
と
実
質
的
に
は
二
分
の
一
よ
り
下
廻
わ
る
で
あ
ろ
う
。
夕
張
第
一
砿
の
会
費
が
安
い
の
は
、
す
ぐ
後
に
み
る
よ
う

に
、
組
合
員
及
び
家
族
の
死
亡
に
際
し
て
白
米
を
各
組
合
員
が
現
物
供
出
す
る
制
度
が
あ
り
、
傷
病
の
場
合
も
米
の
現
物
供
出
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
り
現
物
的
な
負
担
を
持
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
組
合
員
数
が
多
く
て
、
財
政
が
豊
で
あ
っ
た
か
ら

と
も
考
え
ら
れ
る
。
米
に
よ
る
現
物
扶
助
は
、
い
か
に
も
東
北
型
の
友
子
の
慣
行
に
似
つ
か
わ
し
く
、
前
近
代
性
を
示
す
と
同
時
に
、

土
着
的
な
合
理
性
を
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
中
部
、
畿
近
地
方
の
友
子
に
は
承
ら
れ
な
い
慣
行
で
あ
る
。

次
に
山
中
共
済
規
定
で
あ
る
が
、
第
五
項
、
第
六
項
に
よ
ら
れ
る
よ
う
に
、
組
合
員
死
亡
に
際
し
て
は
、
区
内
よ
り
三
円
、
五
区
あ

る
の
で
一
五
円
が
箱
元
か
ら
香
典
と
し
て
支
給
さ
れ
る
。
因
に
磐
城
炭
砿
の
場
合
は
一
○
円
で
あ
っ
た
。
家
族
の
場
合
は
、
二
円
五
○

銭
の
香
典
で
あ
っ
た
。
し
か
し
第
八
項
で
は
、
各
組
合
員
は
、
組
合
員
の
死
亡
に
際
し
て
は
、
白
米
一
升
、
五
歳
以
上
の
家
族
の
死
亡

に
際
し
て
は
、
白
米
五
合
、
二
歳
’
五
歳
の
家
族
の
死
亡
に
は
白
米
二
合
五
勺
宛
供
出
す
べ
き
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る



５７明治期における友子の組織と機能（中）

薄
」
が
あ
り
、
そ
一

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

組
合
員
及
び
家
族
の
傷
病
に
対
す
る
扶
助
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
は
、
「
役
員
一
同
協
議
ノ
上
相
当
ノ
見
舞
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス
」

と
あ
る
の
承
で
詳
し
い
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
死
亡
者
に
対
す
る
香
典
規
定
な
ど
か
ら
み
て
、
友
子
規
約
に
は
、
傷
病
に
対
す
る

む
し
ろ
詳
し
い
規
定
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
恐
ら
く
編
者
が
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
省
略
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

箱
元
交
際
に
つ
い
て
は
、
第
一
九
項
に
お
い
て
「
癌
疾
」
者
及
び
「
長
病
」
者
に
は
「
山
中
一
統
協
議
ノ
上
奉
願
帳
ヲ
附
与
ス
」
と

規
定
さ
れ
、
第
二
○
項
で
は
、
他
山
か
ら
の
奉
願
帳
持
の
浪
人
に
対
し
て
は
「
山
中
一
統
協
議
ノ
上
相
当
ノ
金
ヲ
恵
与
ス
ル
モ
ノ
ト

ス
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
奉
願
帳
制
度
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
更
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
六
項
に
、
他
山
の
組
合
員
に

「
天
災
地
変
」
に
よ
る
「
多
数
ノ
死
傷
者
」
が
出
た
時
は
「
山
中
一
同
協
議
ノ
上
相
当
ノ
見
舞
金
」
を
贈
呈
す
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
。

こ
う
し
た
規
定
は
、
磐
城
炭
砿
、
神
岡
鉱
山
の
規
約
に
は
な
い
が
、
尾
去
沢
鉱
山
の
「
山
中
救
助
規
則
」
（
明
治
末
年
）
の
第
八
ケ
条

に
類
似
し
た
規
定
が
承
ら
れ
る
。

通
常
の
浪
客
制
度
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
第
一
二
項
に
「
浪
人
ト
シ
テ
登
山
シ
タ
ル
モ
ノ
ァ
ル
ト
ニ
ハ
本
人
の
生
国
職
親
職
兄
及
登

山
の
用
務
出
生
ノ
年
月
日
等
ヲ
精
査
シ
テ
正
当
ナ
ル
友
子
ト
認
メ
タ
ル
ト
ニ
ハ
各
区
長
一
一
通
知
シ
区
内
一
統
へ
通
知
シ
一
同
挨
拶
二
出

ツ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
規
定
さ
れ
、
登
山
に
よ
る
一
宿
一
飯
の
厳
し
い
手
続
が
示
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
箱
元
は
通
常
「
狼
客
人
名
簿
」
を

作
成
し
、
登
飯
者
の
略
歴
を
記
入
し
て
お
く
が
、
こ
の
規
定
は
、
そ
の
慣
行
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
明
治
期
の
「
狼
客

人
名
簿
」
類
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
尾
去
沢
鉱
山
の
赤
沢
坑
自
友
子
の
大
正
二
年
七
月
以
降
の
も
の
と
、
阿
仁
鉱
山
の
真
木

坑
渡
友
子
の
大
正
一
一
年
一
一
一
月
以
降
の
も
の
、
細
倉
鉱
山
の
大
正
一
一
一
年
以
降
の
三
種
く
ら
い
で
あ
る
。
も
し
明
治
期
の
「
狼
客
人
名

簿
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
登
山
者
の
出
生
山
、
取
立
年
月
日
が
記
入
さ
れ
て
い
る
と
、
明
治
期
の
前
期
中
期
の
友
子
の
実
態
が
一
層
明
確

規
約
の
第
一
一
一
一
項
は
、
浪
人
に
「
一
一
一
日
間
」
の
「
無
料
」
「
宿
泊
」
を
認
め
、
第
一
五
項
は
、
登
山
浪
人
が
下
山
す
る
時
は
「
附
合
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料
ト
シ
テ
金
二
十
銭
賎
別
ト
シ
テ
金
三
拾
銭
」
計
五
○
銭
を
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
額
は
、
磐
城
炭
砿
の
一
○
銭
と
尾
去

沢
鉱
山
の
一
○
銭
（
明
治
末
年
）
と
較
べ
る
と
か
な
り
高
い
が
、
そ
れ
は
、
労
働
力
確
保
が
著
し
く
困
難
で
あ
っ
た
北
海
道
の
労
働
市

場
の
特
質
を
反
映
し
、
労
働
移
動
を
保
障
す
る
浪
人
へ
の
交
際
費
を
高
め
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
第
九
項
は
、
「
職
親
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
｜
週
年
以
内
二
兄
子
分
タ
ル
モ
ノ
必
ス
石
牌
ヲ
建
立
ス
ル
コ
ト
、
若
子
分
ナ
キ
ト

キ
ハ
取
立
兄
弟
二
於
テ
之
ヲ
建
立
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
、
仏
参
制
度
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
般
に
云
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
渡
友
子
の
場
合
に
特
に
よ
ら
れ
る
規
定
で
あ
っ
て
、
自
友
子
系
の
規
約
に
は
み
ら
れ
な
い
。

以
上
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
を
み
て
き
た
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
友
子
制
度
の
基
本
構
造
は
、
北
海
道
の
炭
砿
の
特
質
も
承

ら
れ
る
が
、
ほ
■
明
治
末
年
、
大
正
初
期
に
み
ら
れ
る
友
子
制
度
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

更
に
、
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
と
、
こ
の
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
を
併
せ
て
ふ
る
と
、
そ
こ
に
ほ
Ｒ
明
治
三
○
年
代
前
半
頃
の
ト

ー
タ
ル
な
友
子
制
度
の
基
本
構
造
が
浮
び
上
る
。
そ
れ
は
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
期
の
友
子
制
度
と
較
べ
て
そ
れ
ほ
ど
未
発
達
で
も

未
成
熟
の
も
の
で
も
な
く
、
む
し
ろ
殆
ん
ど
遜
色
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

③
明
治
三
○
年
代
神
岡
鉱
山
の
友
子
制
度
の
場
合

次
に
三
井
神
岡
鉱
山
の
友
子
規
約
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
じ
め
に
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
大
正
期
に
も
実
際
に
運
用
さ

れ
て
い
た
「
栃
洞
山
中
規
則
」
を
と
り
あ
げ
て
ふ
た
い
。
こ
の
規
則
は
、
大
正
八
年
二
月
一
日
改
正
と
あ
る
が
、
実
際
は
、
他
に
存
在

ｕ
の
。
の
②
の
注

（
１
）
松
島
『
友
子
の
社
会
学
的
考
察
』
、
一
○
五
頁
。

（
２
）
塩
野
良
作
『
名
山
足
尾
』
、
一
六
八
頁
。

（
３
）
水
瀬
清
二
郎
『
坑
夫
』
、
一
○
五
頁
。
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す
る
神
岡
鉱
山
同
盟
夫
規
約
の
原
型
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
明
治
三
○
年
代
、
あ
る
い
は
明
治
二
○
年
代
の
友
子
規
約
の
骨
格
を
保
持

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
栃
洞
山
中
規
則
」
（
明
治
三
○
年
代
前
半
期
）

第
壱
条
本
規
は
坑
夫
交
際
上
及
山
中
一
同
安
穏
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
目
的
と
す

第
参
条

一、

第
弐
条
交
際
金

五
、
取
立
な
し
た
る
新
坑
夫
は
取
立
せ
し
月
よ
り
六
ヶ
月
間
交
際
金
半
額
と
す

六
、
交
際
者
に
し
て
傷
病
の
為
め
四
十
五
日
以
上
休
業
し
た
る
も
の
は
交
際
金
を
徴
集
せ
ず

一
、
山
中
交
際
金
は
長
屋
一
棟
毎
に
世
話
役
一
名
と
し
毎
月
交
代
に
て
徴
集
す
る
こ
と

但
し
勘
定
後
五
日
以
内
に
受
持
人
に
差
出
す
べ
し

二
、
交
際
者
に
て
二
ヶ
月
に
至
り
て
納
め
ざ
る
者
は
そ
の
納
入
を
完
了
す
る
迄
当
山
中
丈
交
際
を
拒
絶
す

三
、
交
際
人
不
在
中
と
雌
も
箱
元
へ
届
け
ず
し
て
退
山
し
た
る
も
の
は
交
際
金
を
徴
集
す
る
こ
と

四
、
坑
夫
交
際
者
に
し
て
勘
定
前
に
於
て
当
山
使
役
し
た
る
と
き
は
交
際
金
を
徴
集
し
勘
定
後
に
於
て
は
徴
集
せ
ず
退
山
し
た
る

時
も
之
に
準
ず

病
気
及
負
傷
に
て
休
業
し
た
る
も
の
は
左
の
通
り
見
舞
を
下
附
す

十
五
日
以
上

金
壱
円

三
十
日
以
上

金
壱
円
五
拾
銭

四
十
五
日
以
上

金
弐
円

病
気
及
負
傷



6０ 

第
四
条

一
、
「
交
際
坑
夫
死
亡
の
際
は
香
料
と
し
て
左
の
通
り
下
附
す

就
業
中
即
死
金
八
円

病
気
即
死
五
日
以
内
に
死
亡
し
た
る
時
金
六
円
六
日
以
上
十
五
日
迄
に
死
亡
初
回
見
舞
添
へ

其
の
他
の
死
亡
金
弐
円

外
に
当
番
の
分
壱
円
を
増
加
す

こ
、
従
来
の
各
飯
場
よ
り
の
香
料
は
廃
止
す

三
、
坑
夫
交
際
者
葬
式
の
際
は
其
の
区
内
の
大
当
番
に
於
て
野
送
り
す
る
こ
と

但
し
其
の
区
内
の
大
当
番
又
は
其
の
代
理
人
は
全
部
会
葬
の
こ
と

四
、
交
際
者
家
族
死
亡
の
際

交
際
者
の
妻

金
壱
円

同
子
供
三
歳
以
上
十
四
歳
迄

金
五
拾
銭

以
上
香
料
給
与
の
上
其
の
区
内
の
大
当
番
一
人
会
葬
の
事

七
十
一
日
以
上

金
参
円

二
、
見
舞
金
は
凡
て
医
師
の
証
明
に
依
る
而
し
て
一
回
毎
に
証
明
書
を
差
出
す
可
し

三
、
見
舞
は
一
時
に
数
度
請
求
す
べ
か
ら
ず
一
時
に
数
度
請
求
す
る
時
は
前
の
分
は
無
効
と
す

四
、
交
際
者
に
し
て
自
己
都
合
上
保
養
等
致
す
も
の
は
大
当
番
の
証
明
書
を
箱
元
に
差
出
す
可
し
大
当
番
の
証
明
な
ぎ
も
の
は
医

師
の
診
断
書
あ
り
と
旭
見
舞
下
附
せ
ず

死
亡

金
参
円



６１明治期における友子の組織と機能（中）

第
六
条
当
番

一
、
交
際
上
且
事
務
取
扱
に
付
き
左
の
当
番
を
置
く

一
、
箱
元
各
飯
場
順
番

二
、
大
当
番
任
期
は
六
ヶ
月
と
す
時
宜
に
よ
り
再
挙
す
る
も
差
支
な
し

（
大
富
三
名
栃
洞
五
名
前
平
二
名
）

第
五
条
浪
人
及
奉
願
帳
、
寄
附
帳

一
、
交
際
者
に
し
て
奉
願
帳
及
寄
附
帳
出
願
の
節
は
医
師
診
断
書
に
基
き
百
日
以
上
経
過
し
た
る
時
許
可
す

事
業
負
傷
は
百
日
経
過
せ
ざ
る
と
も
許
可
す
る
こ
と
有
り

以
上
は
臨
時
集
会
に
於
て
決
議
す
る
も
の
と
す

こ
、
他
山
よ
り
奉
願
帳
及
寄
附
帳
の
山
中
立
会
人
出
願
の
際
は
名
義
の
み
即
時
記
載
す
る
も
金
員
は
再
会
の
時
渡
す
し
の
と
す

奉
願
帳

金
八
円

寄
附
帳

金
六
円

四
、
浪
客
人
箱
元
に
来
り
し
時
自
已
の
都
合
に
よ
り
滞
在
を
出
願
せ
ず
箱
元
に
於
て
取
調
べ
滞
在
の
事
故
あ
り
と
認
め
た
る
場
合

は
三
日
以
内
許
可
す
る
こ
と
有
る
可
し

五
、
浪
客
人
の
宿
料
は
一
人
に
付
一
宿
金
参
拾
銭
に
し
て
小
供
に
て
は
三
歳
よ
り
十
四
歳
迄
半
額
と
す

但
し
使
役
し
た
る
場
合
は
此
の
限
り
に
あ
ら
ず

六
、
坑
夫
浪
人
登
山
の
節
は
箱
元
に
於
て
取
計
ふ
し
の
な
れ
ど
特
殊
の
浪
人
に
関
す
る
事
故
は
山
中
大
当
番
の
集
合
を
経
て
協
議

す
可
し



6２ 

第
七
条
雑

「
記
録

二
、
附
合
金
、
饅
別

三
、
現
月
当
番
各
月
順
番
と
す

四
、
老
年
役
取
立
後
三
十
年
以
上
経
た
る
も
の

五
、
小
使
当
番
坑
夫
取
立
後
三
年
間
と
す

二
、
山
中
集
会
に
於
て
大
当
番
又
は
代
理
人
出
席
な
き
時
は
そ
の
集
会
に
決
議
し
た
る
事
項
に
関
し
て
異
議
唱
ふ
可
か
ら
ざ
る
は

勿
論
相
当
の
処
置
な
す
こ
と
あ
り

三
、
交
際
所
に
於
て
大
当
番
集
会
を
な
す
時
は
予
め
交
際
所
担
当
者
に
届
け
置
く
可
し

四
、
山
中
に
於
て
会
社
に
出
願
の
事
項
あ
る
と
き
は
大
当
番
附
添
ひ
て
出
願
す
可
し

五
、
大
当
番
の
任
期
終
了
し
た
る
時
は
慰
労
と
し
て
の
酒
肴
料
壱
円
五
拾
銭
を
支
給
す

六
、
大
当
番
山
中
事
項
に
於
て
欠
勤
す
る
時
は

七
、
交
際
取
扱
所
に
は
大
当
番
及
び
現
月
当
番
の
名
札
を
掛
け
置
き
要
件
の
時
は
各
区
内
の
大
当
番
に
通
達
し
大
当
番
よ
り
現
月

当
番
へ
報
告
す
る
事

条
雑
則

山
中
に
は
記
録
簿
を
設
け
特
殊
の
出
来
事
は
事
実
を
明
細
に
記
入
な
し
置
く
可
し

他
山
よ
り
来
る
廻
状
、
事
故
あ
る
書
状
、
当
山
坑
夫
の
取
立
面
状
等
は
之
を
保
存
し
置
く
可
し

総
て
当
番
の
氏
名
は
之
を
記
載
し
置
く
事

山
中
記
録
に
異
変
あ
り
た
る
時
は
記
入
簿
に
記
入
整
理
な
し
置
く
事



６３U]拾期における友子の組織と機能（中）

第
二
条
は
、
「
交
際
金
」
と
題
し
て
友
子
財
政
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
、
一
項
で
は
友
子
財
政
が
、
長
屋
一
棟
ご
と
の
世
話
役

一
名
に
よ
り
毎
月
交
代
で
徴
集
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
、
額
は
不
明
だ
が
ほ
二
月
会
費
制
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
因
に
明

治
初
期
の
旧
神
岡
諸
鉱
山
で
は
、
出
費
費
目
ご
と
に
徴
収
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
後
に
ふ
る
よ
う
に
、
扶
助
給
附
が
箱
元
か
ら

ま
り

る
の

他
山
よ
り
坑
夫
取
立
に
付
き
立
会
人
出
願
の
節
は
立
会
名
義
記
載
と
共
に
祝
儀
金
を
送
る
事

坑
内
外
に
依
ら
ず
交
際
者
に
し
て
諸
物
品
紛
失
し
た
る
時
は
厳
重
に
取
調
べ
盗
人
発
見
の
上
箱
元
に
申
出
ず
可
し
箱
元
に
於

て
は
山
中
集
会
を
設
け
適
当
に
処
分
す
る
も
の
と
す

（
１
）
 

凡
て
山
中
規
則
に
無
き
と
雌
も
急
用
の
と
き
は
箱
一
兀
及
び
前
後
箱
に
て
協
議
す
る
こ
と
あ
り

ゑ
ら
れ
る
通
り
、
全
七
条
二
九
項
か
ら
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
二
つ
の
友
子
規
約
と
較
べ
る
と
や
や
詳
細
で
あ
る
が
、
神
岡
鉱
山
同
盟

坑
夫
規
約
と
較
べ
る
と
や
や
簡
略
で
あ
る
。
そ
し
て
内
容
は
、
か
な
り
整
然
と
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
て
内
容
に
つ
い
て

よ
る
と
、
ま
ず
第
一
条
で
「
本
規
は
坑
夫
交
際
上
及
山
中
一
同
安
穏
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
目
的
と
す
」
と
、
友
子
の
組
織
目
的
を
明
記

し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
友
子
は
、
目
か
ら
を
共
済
団
体
で
あ
る
な
ど
と
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
つ

ま
り
「
坑
夫
交
際
及
び
山
中
一
同
安
穏
」
と
い
う
数
語
の
中
に
、
こ
れ
ま
で
私
の
主
張
し
て
き
た
友
子
の
組
織
原
理
が
こ
め
ら
れ
て
い

で
あ
る
。

三
、
其
の
他

交
際
浪
人
使
役
し
た
る
時
は
原
籍
調
べ
附
合
料
と
し
て
金
拾
銭
を
下
附
す
交
際
坑
夫
附
合
料
は
一
ヶ
年
に
一
回
と
す
依
而
一

ヶ
年
内
に
再
度
登
山
す
る
も
附
合
は
下
附
せ
ず

交
際
者
解
一
雇
受
願
退
山
す
る
も
の
は
箱
元
に
出
願
の
上
届
出
可
し
箱
元
に
於
て
は
賎
別
と
し
て
金
参
拾
銭
を
下
給
す

但
し
出
願
せ
ざ
る
も
の
は
餃
別
下
附
せ
ず



6４ 
一
括
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
月
会
費
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
二
項
以
降
で
は
、
二
ヶ
月
未
納
者
の

山
中
交
際
の
拒
絶
、
無
届
不
在
者
の
交
際
金
支
払
義
務
、
当
山
で
稼
働
中
鉱
夫
の
交
際
金
支
払
義
務
、
新
規
鉱
夫
の
取
立
後
半
年
間
の

交
際
金
半
額
化
、
四
五
日
以
上
の
傷
病
者
の
交
際
金
免
除
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。
因
に
明
治
一
○
年
の
長
棟
鉱
山
の
友
子
日
記
で

も
、
罹
病
者
が
仲
間
の
死
亡
者
へ
の
見
舞
金
を
免
除
さ
れ
て
い
る
例
が
ふ
ら
れ
た
が
、
第
六
項
の
規
定
は
、
そ
の
点
を
成
文
化
し
た
も

次
に
友
子
の
機
能
に
関
す
る
規
定
を
み
よ
う
。
こ
こ
で
も
、
取
立
に
つ
い
て
の
直
接
の
規
定
は
見
当
ら
な
い
。
後
に
み
る
よ
う
に
取

立
山
に
お
け
る
一
一
一
年
三
ヶ
月
の
修
業
義
務
に
つ
い
て
は
、
大
正
元
年
の
大
富
・
栃
洞
坑
の
取
立
面
状
に
お
い
て
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、

本
規
約
第
六
条
は
、
「
小
使
当
番
」
は
、
新
人
鉱
夫
が
取
立
後
三
ヶ
年
間
務
め
る
と
規
定
し
、
明
治
三
○
年
代
の
前
半
期
に
こ
の
制
度

の
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

第
三
条
か
ら
第
五
条
に
お
い
て
は
、
共
済
活
動
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
第
三
条
は
、
病
傷
見
舞
の
規
定
で
、
一
五
日
’
二
九
日

Ⅱ
金
一
円
、
三
○
日
’
四
四
日
Ⅱ
金
一
円
五
○
銭
、
四
五
日
’
七
○
日
Ⅱ
金
一
一
円
、
七
一
日
以
上
Ⅱ
金
一
一
一
円
で
あ
る
。
一
四
日
以
内
の

病
傷
に
対
し
て
は
、
近
親
仲
間
に
よ
る
扶
助
に
よ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
額
は
、
磐
城
炭
砿
の
場
合
（
二

一
日
’
二
八
日
で
五
○
銭
）
と
較
べ
て
二
倍
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
正
期
に
改
正
を
受
け
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
兄
舞
金
の
支
払
い

は
、
大
当
番
と
医
師
の
診
断
書
を
要
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
四
条
は
、
死
亡
見
舞
の
規
定
で
あ
る
が
、
「
就
業
中
即
死
金
八
円
」
、
「
病
気
即
死
」
五
日
以
内
の
場
合
「
金
六
円
」
、
六
日
’
一

五
日
の
場
合
「
三
円
」
、
そ
の
他
「
金
一
一
円
」
と
あ
り
、
他
に
「
当
番
の
分
壱
円
を
増
加
」
と
あ
る
の
は
、
当
番
役
に
あ
っ
た
鉱
夫
へ

の
追
加
見
舞
と
思
わ
れ
る
。
死
亡
見
舞
に
つ
い
て
は
、
磐
城
炭
砿
の
一
○
円
、
夕
張
第
一
砿
の
一
五
円
と
較
べ
て
や
や
低
い
が
、
炭
砿

の
方
が
死
亡
災
害
が
多
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
炭
砿
の
方
が
死
亡
見
舞
を
多
く
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
家

の
で
あ
る
。



６５明治期における友子の組織と機能（中）

第
六
条
は
「
当
番
」
と
題
し
、
友
子
の
組
織
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
第
一
項
は
、
友
子
組
織
の
役
職
と
し
て
「
箱
元
」
、
「
大
当

番
」
、
「
月
当
番
」
、
「
老
年
役
」
、
「
小
使
当
番
」
を
置
く
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
更
に
後
の
項
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
交
際
所
」
が
、

箱
元
所
在
地
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
箱
元
は
、
栃
洞
山
中
の
「
各
飯
場
順
番
」
の
持
廻
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
期

間
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
当
番
の
任
期
六
ヶ
月
に
順
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
大
当
番
は
、
六
ヶ
月
任
期
と
定
め
ら
れ
、
再
選
挙

い
て
で
あ
ろ
う
。

第
六
条
は
刀

番
」
、
「
月
当
番
」

族
の
死
亡
に
対
し
て
は
、
妻
金
一
円
、
子
供
五
○
銭
で
あ
る
。
ま
た
第
三
、
第
四
の
項
の
末
尾
に
区
内
の
大
当
番
が
葬
式
を
組
織
す
る

旨
の
規
定
が
あ
り
、
こ
の
点
で
の
友
子
の
介
入
が
確
認
さ
れ
る
が
、
夕
張
第
一
砿
渡
友
子
規
約
の
よ
う
に
、
墓
石
の
建
立
義
務
は
規
定

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
神
岡
鉱
山
の
友
子
が
目
友
子
系
で
あ
る
所
以
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
五
条
は
、
浪
人
制
度
及
び
奉
願
帳
制
度
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
、
第
一
項
は
、
奉
願
帳
、
寄
附
帳
の
発
行
は
、
医
師
の
診
断

書
と
山
中
友
子
の
「
臨
時
集
会
」
の
「
決
議
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
第
二
項
の
規
定
を
前
提
に
す
る
と
、
他
山

の
友
子
の
立
会
人
の
了
解
を
も
必
要
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
山
中
の
独
断
を
避
け
る
措
置
で
あ
る
。
「
臨
時
集
会
」
と
は

全
員
集
会
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
奉
願
帳
の
発
行
は
、
山
中
友
子
全
員
の
了
解
に
よ
っ
て
民
主
的
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
山
中
友
子
は
民

主
的
大
衆
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
奉
願
帳
発
行
に
際
し
て
の
見
舞
金
額
は
、
不
明
で
あ
る
が
、

第
二
項
は
、
他
の
鉱
山
の
山
中
友
子
に
お
け
る
奉
願
帳
類
の
発
行
の
立
会
人
出
席
に
際
し
て
、
奉
願
帳
金
一
○
円
、
寄
附
帳
金
六
円
を

事
後
的
に
支
給
す
る
と
あ
り
、
当
山
中
で
発
行
す
る
場
合
も
こ
の
金
額
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

狼
客
人
の
登
山
に
つ
い
て
は
、
第
四
項
以
降
に
規
定
さ
れ
、
箱
元
に
て
取
調
べ
一
一
一
日
以
内
を
許
可
し
、
宿
料
と
し
て
一
人
一
宿
金
一
一
一

○
銭
、
三
歳
’
一
四
歳
の
子
供
は
半
額
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
但
し
当
山
で
稼
働
す
る
場
合
は
除
外
す
る
と
あ
る
。
ま
た
特
殊
な
浪
人

登
山
に
つ
い
て
は
別
途
「
大
当
番
の
集
会
」
で
協
議
す
る
と
あ
る
の
は
、
奉
願
帳
持
ち
の
浪
人
に
対
す
る
交
際
金
の
支
給
額
な
ど
に
つ
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を
認
め
て
い
る
。
カ
ッ
コ
内
は
、
大
当
番
の
地
区
別
選
出
人
員
を
示
し
て
い
る
が
、
本
来
栃
洞
坑
の
み
の
規
約
の
時
は
、
栃
洞
坑
の
大

当
番
は
五
名
前
後
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
明
治
一
一
二
年
に
統
合
さ
れ
て
か
ら
大
富
三
名
、
栃
洞
五
名
、
前
平
二
名
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
月
当
番
も
お
か
れ
、
第
二
条
に
あ
る
よ
う
に
長
屋
一
棟
毎
の
世
話
役
は
、
こ
の
月
当
番
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
老
年
役
は
、
取
立

後
三
○
年
以
上
経
た
る
者
と
規
定
さ
れ
、
友
子
内
の
重
鎮
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
た
。
小
使
当
番
は
、
取
立
後
三
年
間
の
間
、
新
人

の
友
子
メ
ン
バ
ー
が
当
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
友
子
の
修
業
を
し
雑
事
を
担
当
し
た
。

第
二
項
以
降
は
、
友
子
の
組
織
運
営
の
細
部
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
、
第
二
項
は
、
山
中
集
会
（
こ
れ
は
全
員
出
席
の
集
会
を

さ
す
）
に
大
当
番
又
は
そ
の
代
理
人
出
席
な
き
時
は
、
異
議
申
し
立
て
を
認
め
な
い
、
と
規
定
し
、
鑓
三
項
で
は
、
大
当
番
集
会
の
事

前
予
告
、
第
四
項
で
は
、
会
社
へ
の
出
願
事
項
に
つ
い
て
は
大
当
番
の
同
行
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。

第
四
項
に
つ
い
て
は
、
労
資
間
の
紛
争
に
も
友
子
が
介
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
て
興
味
深
い
。
こ
れ
は
一
般
の
労
資
紛

争
に
対
し
て
友
子
が
傍
観
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
、
ま
た
情
況
に
応
じ
て
、
友
子
が
一
般
の
鉱
夫
の
利
害
を
代
表
し

た
り
、
逆
に
会
社
側
の
利
害
を
代
表
し
て
紛
争
す
る
鉱
夫
を
押
え
る
側
に
廻
っ
た
り
す
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
別
稿

で
ふ
れ
る
が
大
正
期
の
神
岡
鉱
山
の
争
議
に
お
け
る
友
子
の
動
向
に
お
い
て
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

第
七
条
は
「
雑
則
」
と
題
さ
れ
、
第
一
項
は
、
友
子
関
連
記
録
の
整
備
を
う
た
い
、
第
二
項
は
、
附
合
金
、
饒
別
の
細
則
を
規
定

し
、
第
三
項
は
そ
の
他
の
組
織
上
の
細
目
を
規
定
し
て
い
る
。
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
其
の
他
の
項
目
中
の
友
子
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
諸
物
品
の
窃
盗
に
対
す
る
山
中
集
会
に
よ
る
適
当
な
処
分
の
規
定
で
あ
り
、
こ
れ
は
友
子
が
、
鉱
山
内
の
自
治
的
統
括
機
能
を
も

つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
市
民
社
会
に
お
い
て
は
、
本
来
警
察
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
刑
事
事
件
を
、
友
子
は
内
部
的
に

処
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
徳
川
期
以
来
の
伝
統
的
な
自
治
的
機
能
が
こ
こ
に
幾
分
と
も
維
持
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
正
期
に
承
ら
れ
た
「
栃
洞
山
中
規
則
」
も
、
内
容
的
に
ふ
れ
ば
、
磐
城
炭
砿
、
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
と
そ
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れ
ほ
ど
変
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
基
本
的
内
容
は
ほ
堂
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
明
治
二
○
年
代
末
少
な
く
と
も

明
治
三
○
年
代
前
半
期
の
神
岡
鉱
山
の
友
子
制
度
の
構
造
を
示
し
て
い
る
と
ゑ
て
大
き
な
疑
り
は
な
い
と
思
う
。

次
に
「
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
契
約
書
」
に
つ
い
て
ふ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
規
約
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
明
治
四
四
年

二
月
訂
正
と
あ
る
が
、
一
訂
正
分
は
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
ほ
堂
全
体
が
明
治
四
四
年
二
月
以
前
の
規
約
で
あ
る
。
こ
の
規
約
は
、
形

成
史
的
に
ふ
れ
ば
、
大
富
坑
と
栃
洞
坑
の
二
つ
の
箱
元
が
統
合
さ
れ
た
時
に
成
文
化
さ
れ
た
も
の
を
骨
子
と
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る

が
、
内
容
的
に
ふ
る
と
、
全
二
三
条
五
○
項
か
ら
な
る
き
わ
め
て
詳
細
な
規
定
を
も
っ
て
お
り
、
先
の
「
栃
洞
山
中
規
則
」
よ
り
詳
細

な
規
定
を
も
ち
、
そ
れ
故
よ
り
新
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
契
約
書
」
の
骨
子
は
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
と
同
一
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
よ
り
詳
細
な
規
定
を
も
っ
て
お
り
、
明
治
三
○
年
代
に
お
け
る
友
子
の
全
国
的
な
発
達
あ

る
い
は
神
岡
鉱
山
に
お
け
る
発
達
を
反
映
し
た
も
の
と
ふ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
明
治
三
○
年
代
後
半
期
の
友
子
規
約
と
し
て

ゑ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

「
契
約
書
」
は
長
文
の
だ

に
す
る
。

一
、
本
則
者
坑
夫
交
際
上
且
つ
山
中
一
同
安
穏
な
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

冒
頭
第
一
条
の
規
定
は
、
す
で
に
「
栃
洞
山
中
規
則
」
に
も
承
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
規
則
が
、
前
者
を
下
敷
に
し
て
い
る
こ
と

「
第

第
壱
条

「
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫

緊
要

第
一
喧
嘩
口
論
賭
博
等
厳
禁
す

は
長
文
の
う
え
必
ず
し
も
問
題
ご
と
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
問
題
ご
と
に
再
編
し
て
検
討
す
る
こ
と

契
約
書
」
（
明
治
三
○
年
代
後
半
期
）
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を
示
唆
し
て
い
る
。
緊
要
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
「
喧
嘩
口
論
賭
博
等
厳
禁
」
は
、
山
例
、
山
法
の
規
定
を
象
徴
的
に
示
し
た
も
の
で

あ
り
、
夕
張
第
一
砿
の
第
一
項
の
「
山
例
、
山
法
ヲ
確
守
ス
ヘ
キ
」
と
の
規
定
に
類
似
対
応
し
て
い
る
が
、
友
子
の
鉱
山
秩
序
維
持
の

精
神
を
も
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
も
の
と
ふ
ら
れ
る
。
ま
た
第
一
条
は
、
友
子
の
組
織
目
的
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

さ
ぎ
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

第
参
条
役
務
の
期
限

第
弐
条
役
務
権
限

次
に
組
織
問
題
に
つ
い
て
の
規
定
を
ゑ
て
承
よ
う
。

一
、
大
当
番
及
会
計
係
の
役
務
期
限
は
六
ヶ
月
限
と
す

但
時
宜
に
依
り
再
挙
す
る
こ
と
有
る
べ
し

－
、
小
使
当
番
、
坑
夫
取
立
後
三
年
三
月
を
経
ざ
る
者
に
し
て
山
中
大
当
番
の
指
揮
を
受
け
怠
慢
な
く
使
用
せ
ら
る
聖
者
と
す

一
、
山
中
取
締
且
つ
交
際
上
の
代
銘
者
と
し
て
左
の
役
務
を
設
置
す

－
、
箱
元
各
飯
場
巡
番
と
す

二
、
大
当
番
各
飯
場
よ
り
任
定
す

三
、
老
年
役
坑
夫
取
立
後
三
十
ヶ
年
経
過
す
る
あ
の

四
、
小
使
当
番
坑
夫
取
立
後
三
ヶ
年
間
と
す

一
、
当
山
中
箱
元
に
於
て
会
計
係
を
二
名
を
置
く
、
会
計
係
は
之
を
選
挙
し
其
の
任
に
当
ら
し
む
る
、
会
計
係
の
報
酬
は
一
名
に
対

し
－
ヶ
月
金
七
拾
銭
を
支
給
す
、
会
計
係
は
毎
月
交
際
金
徴
集
す
る
に
際
し
て
五
円
、
拾
円
の
紙
幣
を
持
参
す
る
者
あ
る
も
の
凡

て
該
紙
幣
を
取
扱
は
ざ
る
も
の
と
す
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第
二
条
の
「
役
員
権
限
」
の
第
一
項
は
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
第
六
条
と
ほ
堂
全
く
同
じ
で
あ
る
。
月
当
番
の
規
定
が
無
く
な
っ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
第
二
条
第
二
項
は
、
箱
元
に
会
計
係
二
名
の
設
置
、
選
挙
に
よ
る
選
出
、
月
七
○
銭
の
報
酬
支
給
を
規
定
し
て
お

り
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
に
あ
る
組
織
よ
り
よ
り
発
達
し
た
組
織
の
形
成
を
示
し
て
い
る
。

第
三
条
の
「
役
務
の
期
限
」
も
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
の
規
定
と
同
じ
で
あ
り
、
た
だ
会
計
係
も
任
期
を
六
ヶ
月
と
定
め
、
小
使
当

番
は
、
大
当
番
の
指
揮
を
う
け
て
働
く
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

第
四
条
は
、
「
交
際
金
募
集
方
法
」
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
骨
子
も
「
栃
洞
山
中
規
則
」
と
ほ
蛍
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
契

約
書
で
は
、
支
払
期
間
が
、
二
ヶ
月
以
内
で
は
な
く
、
「
五
日
以
内
」
と
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
目
に
つ
く
の
糸
で
あ
る
。

第
一
二
条
以
下
の
六
ケ
条
は
、
組
織
問
題
に
つ
い
て
詳
し
い
規
定
を
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
四
条
交
際

一
、
交
際
金
募

可
致
者
と
す

一
、
交
際
金
必
ず
壱
円
以
下
の
金
額
に
て
出
金
可
致
者
と
す

但
五
円
、
拾
円
の
紙
幣
持
参
の
者
は
其
の
切
賃
を
出
さ
し
む
る
く
し

一
、
交
際
金
不
在
中
と
雛
、
箱
元
へ
届
出
な
く
退
山
し
た
る
者
は
交
際
金
相
懸
け
申
す
べ
し
、
尤
も
箱
元
へ
届
出
退
山
致
し
不
在
中

一
ヶ
月
及
ぼ
す
節
者
交
際
金
弁
償
す
る
に
及
ば
ず

但
暇
ま
を
取
出
立
の
月
は
前
月
交
際
金
通
り
相
懸
け
可
申
侯
事

一
、
当
山
坑
夫
に
し
て
負
傷
及
病
気
に
て
休
業
致
し
た
る
時
は
二
度
目
の
児
舞
金
を
下
附
し
た
る
日
よ
り
全
快
す
る
ま
で
山
中
交
際

金
を
徴
収
せ
ず

条
交
際
金
募
集
方
法

交
際
金
募
集
の
法
方
者
当
山
勘
定
後
五
日
以
内
に
出
金
可
致
者
と
す
、
万
一
出
金
難
成
節
者
其
の
理
由
直
に
箱
元
へ
届
出
埒
明
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第一一第一一一第一
拾、、拾、、、拾、
八新当五記記当四箱
条坑山条録録１１１条元

第
拾
弐
条

一
、
各
飯
場
に
於
て

一
、
将
来
は
各
大
飯

出
頭
致
さ
せ
候
事

一
、
箱
元
譲
渡
し
並
に
二
期
の
大
集
会
は
毎
月
二
十
一
日
と
定
む
る
事

一
、
箱
元
請
渡
の
際
は
大
当
番
及
び
会
計
係
り
出
席
し
山
中
諸
帳
簿
書
類
、
不
残
後
箱
元
へ
相
渡
す
べ
し

『
毎
月
箱
渡
の
消
費
と
し
て
金
弐
円
を
支
払
ふ
く
し

一
、
半
期
毎
に
大
当
番
譲
渡
の
列
席
と
し
て
会
計
並
に
大
当
番
一
名
に
付
金
五
拾
銭
宛
を
酒
肴
に
賛
す
る
事

但
経
済
は
此
限
に
あ
ら
ず

一
、
箱
元
に
於
て
臨
時
集
会
有
節
者
油
炭
料
と
し
て
金
五
拾
銭
宛
支
払
ふ
も
の
と
す

各
飯
場
に
於
て
山
中
大
当
番
に
選
任
に
相
成
る
人
は
臨
時
集
会
大
集
会
に
不
限
必
ず
自
身
箱
元
へ
出
頭
の
事

将
来
は
各
大
飯
場
大
当
番
に
於
て
是
非
共
集
会
に
出
席
致
兼
候
時
は
其
飯
場
に
居
合
せ
の
坑
夫
二
名
を
代
理
者
と
し
て
箱
元
へ

当
山
中
に
て
坑
夫
取
立
有
之
た
る
節
者
其
面
状
一
巻
者
箱
元
に
秘
蔵
し
置
く
屯
の
と
す

新
坑
夫
に
し
て
交
際
金
の
儀
者
其
年
取
立
し
た
る
年
末
限
り
半
額
と
す

当
山
中
に
は
記
録
簿
な
る
者
設
置
し
山
中
に
て
非
常
の
事
有
之
節
は
其
事
件
詳
細
に
記
入
し
置
く
く
し

記
録
帳
に
は
他
山
よ
り
到
着
し
た
る
廻
状
及
び
且
つ
事
故
あ
る
書
状
等
は
不
残
記
入
す
べ
し

記
録
帳
に
は
毎
月
の
箱
元
及
大
当
番
、
会
計
係
の
氏
名
は
必
ず
記
入
す
る
も
の
と
す
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第
弐
拾
参
条

「
山
中
各
飯
場
箱
元
と
相
成
候
節
は
其
箱
元
大
当
番
に
限
り
月
給
料
金
五
拾
銭
を
給
与
す

第
一
二
条
は
、
箱
元
運
営
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
主
旨
は
、
六
ヶ
月
ご
と
に
箱
元
を
次
の
飯
場
に
移
す
「
箱
元
譲
渡

し
」
は
、
「
大
集
会
」
同
様
、
当
「
月
二
十
Ｈ
」
と
定
め
、
箱
元
及
び
会
計
係
、
大
当
番
に
一
定
の
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

る
。
こ
う
し
た
点
は
、
近
代
友
子
の
一
つ
の
合
理
性
を
示
す
も
の
と
承
ら
れ
る
。
第
一
四
条
は
、
箱
元
に
お
け
る
記
録
関
係
の
整
備
を

規
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
も
「
栃
洞
山
中
規
則
」
第
七
条
雑
則
の
第
一
項
に
す
で
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
一
五
条
の
第
一

項
は
、
取
立
面
状
の
箱
元
保
管
を
規
定
し
第
一
四
条
の
補
足
で
あ
り
、
第
一
項
は
、
新
坑
夫
の
取
立
年
の
年
末
限
り
の
会
費
半
額
を
規

定
し
た
第
四
条
の
補
足
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
す
で
に
「
栃
洞
山
中
規
則
」
に
よ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
八
条
は
、
大
当
番
の
集
会
出
席
を
義
務
づ
け
、
や
む
を
得
ざ
る
欠
席
に
際
し
て
は
、
二
名
の
代
理
人
の
出
席
を
義
務
づ
け
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
も
骨
子
は
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
第
六
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
二
○
条
は
、
山
中
規
則
に
な
い
問
題
の
処
理
は
、

箱
元
に
て
協
議
決
定
す
べ
き
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
一
二
条
は
、
狼
に
規
約
へ
の
書
き
込
糸
を
禁
じ
、
｜
訂
正
の
あ
っ
た
事
項
に

つ
い
て
は
そ
の
旨
紙
に
添
附
す
べ
き
で
あ
る
と
規
定
し
、
箱
元
の
運
営
に
つ
い
て
厳
し
い
注
文
を
付
け
て
い
る
。
第
一
一
一
一
一
条
は
、
箱
元

へ
の
月
五
○
銭
の
手
当
支
給
を
規
定
し
て
い
る
。
以
一
上
の
よ
う
に
、
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
の
規
約
も
、
ほ
堂
「
栃
洞
山
中
規
則
」
と
同

一
、
総
て
山

第
弐
拾
壱
条

第
弐
拾
条

一
、
総
て
山
中
規
約
な
き
と
雌
、
急
要
の
場
合
に
は
箱
元
に
て
協
議
す
る
事
あ
る
べ
し

_ 

と、

す此
此
箇
条
書
へ
は
、
狼
り
に
書
入
す
る
事
を
不
許
、
且
つ
時
宜
に
依
り
一
訂
正
し
た
る
節
者
、
其
部
内
へ
添
へ
紙
を
以
て
張
置
も
の
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一
で
あ
り
、
若
干
内
容
が
整
備
さ
れ
、
詳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
が
、
明
治
四
四
以

前
の
規
約
よ
り
一
層
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
示
し
て
い
る
。

次
に
友
子
の
具
体
的
な
機
能
に
つ
い
て
の
規
定
を
み
よ
う
。

ま
ず
取
立
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
約
に
お
い
て
も
明
確
な
規
定
は
ふ
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
大
正
元
年
の
大
富
・
栃
洞
坑
の

（
２
）
 

「
坑
夫
取
立
大
面
状
」
に
は
、
次
に
掲
げ
る
「
出
世
条
例
」
な
る
規
定
を
併
記
し
て
お
り
、
明
治
宋
年
に
神
岡
鉱
山
で
も
、
出
生
山
に

お
け
る
一
一
一
年
三
ヶ
月
の
修
業
義
務
の
制
度
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
し
、
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
や
『
足
尾
銅
山
』
に

お
け
る
明
治
三
○
年
代
中
頃
に
お
け
る
こ
の
制
度
の
確
認
は
、
神
岡
鉱
山
に
お
い
て
も
、
少
な
く
と
も
明
治
三
○
年
代
中
頃
に
こ
の
制

度
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

出
世
条
例
（
大
正
元
年
）

第
一
条

第
三
条

第
二
条当
山
一
一
於
テ
出
世
ナ
セ
シ
坑
夫
ダ
ル
者
〈
平
素
能
ク
其
職
親
ヲ
父
母
ノ
如
ク
敬
上
貴
フ
可
キ
者
ニ
シ
テ
毫
モ
不
遜
ノ
挙
動
ア
ル

可
カ
サ
ル
事

可
カ
ラ
サ
ル
事

当
山
二
於
テ
出
世
ナ
セ
シ
坑
夫
ダ
ル
者
徳
義
ヲ
重
ジ
ー
一
一
年
三
月
十
日
間
〈
如
何
ナ
ル
事
情
ア
リ
ト
雌
モ
他
一
一
行
キ
義
務
ヲ
背
ク

職
親
ヲ
軽
蔑
シ
其
ノ
道
ヲ
尺
サ
ス
又
〈
獺
惰
一
一
シ
テ
職
業
ヲ
怠
り
逃
走
ヲ
為
シ
他
人
へ
迷
惑
ヲ
掛
ヶ
不
義
ノ
所
業
有
之
ル
時
〈

但
シ
父
母
自
身
病
気
徴
兵
召
集
止
ム
得
サ
ル
場
合
一
一
〈
医
師
ノ
診
断
召
集
通
知
書
ヲ
以
テ
請
暇
致
ス
事
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右
条
々
堅
ク
可
相
守
者
也

尚
、
こ
の
「
出
世
条
例
」
に
お
け
る
第
二
条
以
下
の
規
定
は
、
取
立
に
お
い
て
結
ば
れ
る
職
親
・
親
分
へ
の
尊
敬
と
忠
義
を
強
調

し
、
友
子
の
職
業
倫
理
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

次
に
共
済
活
動
に
つ
い
て
の
規
定
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
七
条
死
傷
者
手
当
方

一
、
坑
夫
に
し
て
就
業
中
死
傷
し
た
る
者
へ
は
左
の
区
別
を
以
て
補
助
す
る
も
の
と
す

『
一
金
七
円
也
七
十
一
日
以
上
百
日
迄
と
す

一
一
、
｜
金
三
円
也
四
十
一
日
以
上
七
十
日
迄
と
す

三
、
一
金
一
一
円
也
一
一
十
一
日
以
上
四
十
日
迄
と
す

但
七
日
以
内
者
見
舞
を
給
与
せ
ず
総
べ
て
医
師
の
診
断
を
以
て
証
明
す

第
八
条

第
四
条

一
、
坑
夫
に
し
て
病
症
に
罹
り
た
る
者
へ
は
左
の
通
り
救
助
す
る
も
の
と
す

－
、
一
金
六
円
也
七
十
一
日
以
上
百
日
迄
と
す

二
、
一
金
二
円
五
十
銭
也
四
十
一
日
以
上
七
十
日
迄
と
す

直
二
免
状
ヲ
取
消
シ
之
レ
ヵ
云
々
ヲ
詳
記
諸
鉱
山
へ
通
知
シ
テ
其
職
業
ヲ
停
止
ス
ル
事

ノレ

事

前
各
条
二
抵
触
シ
タ
ル
者
〈
他
人
ノ
立
会
ヲ
要
セ
ス
シ
テ
整
理
人
及
ビ
世
話
人
方
ノ
協
議
ヲ
以
テ
免
状
ヲ
取
消
シ
之
ヲ
処
分
ス
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病
傷
及
び
死
亡
の
見
舞
規
定
に
つ
い
て
は
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
よ
り
は
詳
細
と
な
っ
て
お
り
、
第
七
条
は
「
死
傷
者
手
当
方
」
が

独
立
し
た
条
文
に
規
定
さ
れ
、
就
業
中
の
負
傷
に
対
し
て
一
二
日
’
四
○
日
の
も
の
金
一
一
円
、
四
一
日
’
七
○
日
の
も
の
三
円
、
七
一

第
九
条

一
、
坑
夫
た
る
者
死
者
葬
式
の
際
者
各
飯
場
よ
り
一
名
宛
見
送
可
申
も
の
と
す

但
葬
式
の
際
は
届
出
の
時
間
に
は
必
ず
会
葬
す
る
事
、
指
定
の
時
間
よ
り
三
十
分
間
は
差
支
な
し
、
一
一
一
十
分
以
上
は
経
過
科
料

と
し
て
金
参
拾
銭
徴
集
す
る
事

一
、
坑
夫
の
家
族
者
死
亡
し
た
る
節
者
箱
元
よ
り
一
名
見
送
可
申
も
の
と
す

但
各
飯
場
よ
り
各
自
の
見
送
り
は
勝
手
た
る
べ
し

『
香
典
者
左
の
如
く
給
与
あ
る
べ
く

一
、
一
金
五
円
也
急
病
の
た
め
即
死
し
た
る
も
の
あ
る
時
は
見
舞
香
料
と
し
て
贈
与
す

こ
、
一
金
二
円
也
坑
夫
死
亡
し
た
る
際

三
、
｜
金
一
円
也
家
族
者
死
亡
の
際

四
、
｜
金
五
拾
銭
也
子
供
五
歳
以
上
十
五
歳
迄

一
、
坑
夫
に
し
て
初
見
舞
給
与
せ
ざ
る
前
に
死
亡
し
た
る
者
は
即
死
と
見
認
め
第
七
、
八
ケ
条
の
規
定
に
照
合
し
て
之
を
取
計
ふ
く

－ 

し、

三
、
｜
金
一
円
五
十
銭
也
一
一
十
一
日
以
上
四
十
日
迄
と
す

但
二
十
日
以
内
は
見
舞
を
与
へ
ず

総
べ
て
医
師
の
診
断
を
以
て
証
明
す
、
診
断
書
無
之
者
は
無
効
と
す
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日
’
一
○
○
日
の
も
の
七
円
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
栃
洞
山
中
規
則
」
よ
り
支
給
額
は
、
約
二
倍
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
治
末
年
乃

至
大
正
期
の
水
準
に
改
正
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
第
八
条
は
、
病
症
に
つ
い
て
の
規
定
で
、
こ
の
規
定
で
は
、
就
業
中
の
負
傷

の
扶
助
と
区
別
し
て
、
そ
れ
よ
り
若
干
低
く
査
定
さ
れ
て
い
る
。
第
九
条
は
、
死
亡
者
に
対
す
る
手
当
の
規
定
で
、
急
病
、
即
死
者
に

金
五
円
、
病
死
者
に
対
し
て
は
、
第
七
、
八
条
の
病
傷
規
定
に
満
た
な
い
一
二
日
以
内
の
場
合
は
、
即
死
扱
い
と
し
て
金
五
円
、
そ
の

他
は
二
円
と
定
め
、
家
族
は
一
円
、
五
歳
’
一
五
歳
の
子
供
は
五
○
銭
と
定
め
て
い
る
。
死
亡
見
舞
に
つ
い
て
は
、
磐
城
炭
砿
の
一
○

円
、
夕
張
第
一
砿
の
一
五
円
と
較
べ
、
ま
た
「
栃
洞
山
中
規
則
」
の
就
業
中
即
死
八
円
、
病
死
六
円
よ
り
、
若
干
低
く
な
っ
て
い
る
の

が
気
に
な
る
。
ま
た
、
葬
式
に
際
し
て
は
、
各
飯
場
よ
り
一
名
宛
手
伝
ひ
人
を
出
す
こ
と
も
定
め
ら
れ
、
葬
式
の
時
間
に
三
○
分
遅
れ

た
者
に
は
、
三
○
銭
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

次
に
狼
客
人
交
際
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
こ
の
規
約
に
お
い
て
は
、
は
じ
め
奉
願
帳
発
行
に
つ
い
て
の
規
定
が
ふ
ら
れ
な
い
が
、
明
治

四
四
年
九
月
の
臨
時
集
会
で
「
栃
洞
山
中
規
則
」
の
第
五
条
の
如
き
規
定
を
追
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
奉
願
帳
発
行
の
制
度

は
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
に
お
い
て
も
第
五
条
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
は
否
定
し
よ
う
も
な
い
。
ま
た
本
規
約
の
第
一
七
条

は
、
他
山
の
奉
願
帳
発
行
に
際
し
て
立
会
人
の
持
っ
て
い
く
当
山
山
中
友
子
の
支
給
す
る
見
舞
金
が
、
金
二
円
と
定
め
ら
れ
、
「
栃
洞

山
中
規
則
」
の
八
円
乃
至
六
円
よ
り
著
し
く
縮
小
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

一
般
の
浪
客
交
際
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
五
条
浪
人
附
合
法

一
、
坑
夫
浪
人
に
し
て
不
具
者
登
飯
致
し
た
る
節
者
其
箱
元
に
於
て
取
扱
ふ
は
勿
論
若
一
見
送
り
人
入
用
の
際
は
箱
元
に
て
人
夫
差

一
、
坑
夫
浪
人
に
て
登
山
致
し
た
る

の
集
会
を
仰
ぎ
協
議
可
致
者
と
す

坑
夫
浪
人
に
て
登
山
致
し
た
る
際
者
其
箱
元
に
於
て
一
切
取
計
ふ
く
し
且
つ
浪
人
に
拘
ら
ず
非
常
相
談
有
之
節
者
山
中
大
当
番
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第
六
条
新
入
坑
夫
附
合
法

第一一
拾、、
七坑山
条夫中

一
、
各
飯
場
に
於
て
新
に
坑
夫
雇
入
れ
に
相
成
り
た
る
節
者
該
人
原
籍
取
調
べ
箱
元
へ
差
出
す
べ
し
箱
元
に
於
て
は
聞
届
の
上
者
附

但
人
夫
一
一
一
名
以
上
入
用
の
節
者
前
後
、
箱
元
に
て
人
夫
差
出
さ
し
む
る
く
し

「
浪
人
見
送
り
人
夫
給
料
は
一
日
金

銭
宛
支
払
ふ
老
と
す

一
、
坑
夫
浪
人
に
て
奉
願
帳
、
寄
附
帳
等
を
携
帯
し
て
登
山
致
た
る
者
へ
は
附
合
金
共
左
の
通
り
救
助
す

－
金
壱
円
奉
願
帳

￣ 

事、

一
、
山
中
箱

一
、
若
し
山

納
め
る
事

出
す
も
の
と
す

但
祝
儀
金
は
弐
円
と
定
む
る
事

他
山
よ
り
坑
夫
並
に
奉
願
帳
及
寄
附
帳
の
立
会
人
を
依
頼
の
節
者
箱
元
、
前
、
現
、
後
の
三
飯
場
大
当
番
協
議
の
上
出
頭
す
る

一
金
七
拾
銭
寄
附
帳

但
二
度
目
登
飯
の
節
者
附
合
料
金
拾
五
銭
救
助
す
る
事

山
中
箱
元
大
当
番
山
中
の
用
向
に
て
業
務
を
欠
勤
し
た
る
場
合
に
は
一
日
毎
に
金
六
拾
銭
を
仕
払
ふ
老
と
す

若
し
山
中
箱
元
に
於
て
集
会
有
る
節
者
掲
示
の
時
間
よ
り
一
時
間
経
過
し
た
る
場
合
に
は
科
料
と
し
て
金
参
拾
銭
を
集
会
場
へ

山
中
箱
元
に
於
て
集
会
各
大
当
番
二
日
間
業
務
を
費
し
た
る
場
合
に
は
金
壱
円
を
仕
払
ふ
者
と
す

坑
夫
浪
人
登
山
致
し
た
る
者
へ
は
附
合
料
金
拾
五
銭
を
給
与
す
る
も
の
と
す
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一
、
狼
客
人
箱
元
に
来
登
し
自
已
の
都
合
上
滞
在
し
出
願
な
し
た
る
時
者
箱
元
に
於
て
其
者
の
身
上
を
審
査
し
滞
在
の
必
要
あ
る
と

認
め
た
る
場
合
は
三
日
間
迄
滞
在
を
許
可
す
る
事
を
得

第
五
条
は
、
第
一
項
に
お
い
て
浪
人
坑
夫
の
登
飯
手
続
を
示
し
、
第
八
項
に
は
、
一
五
銭
の
附
合
料
の
支
給
を
規
定
し
て
い
る
。
第

二
項
、
第
三
項
は
、
奉
願
帳
持
ち
の
（
あ
る
い
は
は
持
た
な
い
者
も
含
ま
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
）
、
「
不
具
者
」
の
浪
人
登
飯
に
際
し

て
「
見
送
り
人
」
の
提
供
を
規
定
し
、
見
送
人
へ
の
手
当
の
支
給
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
規
定
は
、
こ
れ
ま
で
ゑ
て
き
た
友

子
規
約
に
は
よ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
正
期
に
は
見
送
り
人
の
制
度
は
一
般
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
制
度
が
明
治
三

○
年
代
後
半
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
第
四
項
は
、
奉
願
帳
持
に
は
一
円
、
寄
附
帳
持
浪
人
に

は
七
○
銭
の
附
合
料
の
支
給
を
規
定
し
て
い
る
が
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
に
は
、
第
五
条
第
六
項
に
該
当
す
る
規
定
は
承
ら
れ
る
が
、

支
給
額
の
規
定
は
ふ
ら
れ
な
か
っ
た
。
因
に
磐
城
炭
砿
の
支
給
額
は
、
奉
願
帳
一
等
一
円
、
二
等
七
○
銭
、
寄
附
帳
五
○
銭
で
あ
り
、

ほ
型
神
岡
鉱
山
と
同
水
準
で
あ
る
。
尚
、
第
五
、
第
六
、
第
七
の
各
項
の
規
定
は
、
組
織
問
題
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
場

違
い
な
と
こ
ろ
に
置
れ
て
お
り
、
編
者
の
間
違
い
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
六
条
は
、
浪
人
坑
夫
の
う
ち
当
山
に
雇
用
さ
れ
た
場
合
に
、
箱
元
へ
の
手
続
の
後
、
附
合
料
一
五
銭
の
支
給
を
規
定
し
た
も
の

で
、
こ
れ
は
「
栃
洞
山
中
規
則
」
の
第
七
条
第
二
項
に
も
ふ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
規
約
で
は
、
当
山
で
就
業
す
る
浪
人
へ
の
附
合
料

第
拾
壱
条

第
拾
六
条

一
、
坑
夫
た
る
者
解
一
展
請
願
退
山
す
る
者
は
箱
元
へ
出
頭
す
べ
し
、
且
つ
箱
元
に
於
て
は
銭
別
と
し
て
金
参
拾
銭
を
与
ふ
く
し

但
し
箱
元
へ
出
頭
せ
ざ
る
者
は
饒
別
を
与
へ
ず

合
料
金
拾
五
銭
を
給
与
す
る
者
と
す
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の
規
定
は
、
こ
の
規
約
で
初
め
て
ふ
ら
れ
る
。
第
二
条
の
規
定
は
、
当
山
を
解
一
展
請
願
退
山
す
る
者
に
金
三
○
銭
の
餃
別
支
給
を
規

定
し
、
第
一
六
条
は
、
浪
人
の
三
日
間
迄
の
滞
在
許
可
を
規
定
し
て
い
る
。

最
後
に
友
子
の
自
治
的
機
能
の
規
定
に
つ
い
て
。

「
坑
内
に
拘
ら
ず
坑
夫
た
る
者
諸
道
具
、
諸
物
品
紛
失
し
た
る
節
は
厳
重
に
取
調
べ
其
溌
人
発
見
之
上
直
に
箱
元
へ
上
申
し
、
箱

元
は
之
を
山
中
大
当
番
へ
報
告
し
、
山
中
一
同
の
集
会
を
設
け
其
の
議
決
を
以
て
処
分
法
を
取
計
ふ
も
の
と
す

第
一
条
の
規
定
は
、
「
と
り
け
し
」
と
の
記
述
が
み
ら
れ
、
恐
ら
く
い
ず
れ
か
の
改
正
時
に
削
除
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
容

は
、
友
子
組
織
内
の
鉱
夫
間
の
紛
争
に
対
し
て
、
箱
元
の
仲
介
・
調
停
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
告
人
は
一
五
円
を
箱
元
に
供
託

し
、
損
害
金
を
用
意
し
、
大
当
番
集
会
に
よ
り
審
判
を
仰
ぎ
、
敗
訴
者
は
損
害
賠
償
金
を
支
払
う
べ
し
、
と
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
友
子
が
鉱
山
内
の
秩
序
維
持
を
は
か
り
、
自
治
的
機
能
を
果
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
き
わ
め
て
注
目
さ

れ
る
べ
き
象
徴
的
規
定
で
あ
る
。
も
っ
と
も
途
中
で
削
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
市
民
社
会
化
の
進
展
す
る
明
治
末
期

餉
拾
条

第
拾
参
条

一
、
当
山
に
使
役
す
る
坑
夫
に
し
て
意
外
な
る
事
件
を
山
中
箱
元
へ
訴
へ
出
名
中
原
告
人
た
る
者
は
積
立
金
と
し
て
金
拾
五
円
を
箱

元
に
納
む
く
し
、
縮
元
に
於
て
正
式
な
る
手
続
の
終
り
た
る
時
該
事
件
を
受
理
し
、
審
判
の
理
由
あ
り
と
認
め
た
を
場
合
は
即
時

山
中
大
当
番
を
召
集
し
之
を
審
理
を
な
さ
し
め
公
平
な
る
裁
決
を
取
る
べ
し
、
該
事
件
の
勝
敗
決
定
の
上
は
損
害
賠
償
と
し
て
金

拾
五
円
を
敗
訴
者
よ
り
負
担
な
さ
し
む
、
若
一
該
事
件
の
損
害
金
の
償
ひ
を
得
ざ
る
者
は
山
中
の
立
会
を
要
せ
ず
交
際
を
拒
絶
し

其
の
旨
全
国
諸
鉱
山
に
通
知
す
る
あ
の
と
す

但
原
告
人
の
勝
と
な
り
た
る
時
は
積
立
あ
る
金
額
即
時
返
付
す
る
も
の
と
す
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④
そ
の
他
の
鉱
山
の
友
子
規
約
に
つ
い
て

次
に
『
阿
仁
合
町
郷
土
誌
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
明
治
四
三
年
一
一
一
月
頃
の
阿
仁
鉱
山
小
沢
仇
の
渡
友
子
の
規
約
に
つ
い
て
ふ
る
こ
と

に
し
よ
う
。
全
文
は
全
二
○
条
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
八
箇
条
分
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い

の
で
次
に
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

阿
仁
鉱
山
小
沢
坑
渡
友
子
の
規
約
（
明
治
四
三
年
）

か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
こ
う
し
た
措
置
が
、
も
は
や
友
子
に
と
っ
て
処
理
し
切
れ
な
い
面
を
も
っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
第
一
三

条
は
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
に
も
ふ
ら
れ
た
鉱
夫
の
諸
道
其
の
窃
盗
に
対
す
る
処
分
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
、
第
一

○
条
の
規
定
に
順
じ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
契
約
書
」
は
、
明
治
三
○
年
代
後
半
期
の
友
子
の
組
織
及
び
機
能
を
成
文
規
約
化
し
た

も
の
で
あ
り
、
当
時
の
友
子
制
度
の
基
本
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
と
承
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
水
瀬
清
二
郎
『
坑
夫
』
第
四
編
よ
り
収
録
。
ま
た
『
長
棟
鉱
山
史
の
研
究
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
友
子
規
約
の
原
型
を
抽
出
す
る

た
め
、
大
正
期
の
改
正
条
項
（
既
存
の
条
項
に
書
き
加
え
た
あ
の
約
四
ケ
条
）
を
省
い
た
。

（
２
）
神
岡
町
在
住
林
下
安
一
氏
所
蔵
の
も
の
。

四
の
何
の
③
の
注

言
口
ム
ュ
爽

第
一
条
渡
利
友
子
ノ
交
際
〈
一
二
信
義
ヲ
重
ン
ジ
礼
譲
ヲ
以
テ
交
際
ノ
義
務
ヲ
全
フ
ス
ル
ロ
ロ
的
ト
ス

第
二
条
交
際
坑
夫
ノ
交
際
所
〈
小
沢
鉱
山
内
一
一
設
置
ス

但
シ
交
際
所
〈
其
ノ
時
宣
一
一
依
り
変
更
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
ン

録
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第
三
条
交
際
坑
夫
ノ
病
気
又
〈
変
死
等
ア
ル
ト
キ
ハ
白
米
一
升
シ
、
一
人
ヨ
リ
取
集
〆
香
花
料
金
壱
円
供
納
ス
ル
事

第
四
条
交
際
坑
夫
ノ
家
族
ノ
病
死
変
死
等
ア
ル
ト
キ
ハ
三
才
以
上
ノ
者
へ
〈
｜
人
ヨ
リ
白
米
五
合
香
花
料
金
五
拾
銭
出
生
後
百
日

以
上
満
三
才
迄
へ
（
一
人
ヨ
リ
ー
一
合
五
勺
シ
、
香
花
料
三
十
銭
出
生
後
百
日
迄
香
花
料
五
拾
銭
供
納
ス
ル
事

第
拾
条
交
際
坑
夫
ノ
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
子
分
ア
ル
者
〈
子
分
子
分
ナ
キ
モ
ノ
ハ
得
母
舎
弟
、
得
母
舎
弟
ナ
キ
モ
ノ
〈
取
立
兄

宿
泊
〈
一
一
一
日
間
食
料
七
十
五
銭
出
立
ス
ル
者
賎
別
ト
シ
テ
弐
拾
銭
当
山
使
役
ノ
者
へ
〈
附
合
金
拾
銭
差
出
ス
事

第
七
条
、
第
八
条
、
第
九
条
省
略

第
五
条
交
際
坑
夫
自
然
ノ
病
気
又
〈
怪
我
等
二
臥
床
治
療
ノ
者
医
師
ノ
診
断
書
ニ
依
り
休
業
二
週
間
経
過
ノ
者
へ
〈
見
舞
ト
シ
テ

金
五
十
銭
一
週
間
以
上
三
十
日
迄
休
業
ノ
者
へ
〈
金
壱
円
一
一
一
十
日
以
上
ノ
モ
ノ
ハ
坑
夫
一
人
ヨ
リ
白
米
一
一
合
五
勺
シ
、
見
舞
其
ノ

後
休
業
ノ
者
へ
〈
三
十
日
毎
二
一
一
合
五
勺
シ
、
都
合
一
一
一
ヶ
月
間
給
与
ス
ル
コ
ト

但
シ
三
ヶ
月
以
上
ノ
疾
病
休
業
ノ
者
へ
〈
集
合
ノ
上
決
議
ニ
依
り
処
置
ス

第
六
条

第
一
項

第
二
項

仏
参

病
気
取
扱

浪
人
取
扱

死
亡
者
取
扱

本
人
ノ
都
合
一
一
依
り
他
親
戚
其
知
已
ノ
方
二
場
カ
ル
者
〈
食
料
無
料
無
給
、
附
合
金
ヲ
差
出
ス
事

他
ヨ
リ
来
山
ノ
浪
人
〈
何
人
一
一
因
ラ
ズ
交
際
所
二
場
カ
ル
事
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欧
打

第
拾
六
条
友
子
ニ
シ
テ
相
互
酒
気
之
上
口
論
ノ
結
果
欧
打
負
傷
ノ
モ
ノ
ニ
在
ツ
テ
ハ
兇
舞
金
ヲ
、
米
ノ
給
与
セ
ズ
但
シ
友
子
ノ
名

誉
ヲ
殴
損
ス
ル
場
合
口
論
ノ
末
負
傷
ス
ル
モ
ノ
ハ
集
会
ヲ
以
テ
論
ズ
敢
テ
本
条
ノ
限
り
一
一
非
ズ

（
右
ノ
如
ク
ニ
規
約
シ
テ
弐
拾
条
ま
で
あ
る
も
並
に
は
省
略
ス
）

（
１
）
 

工
藤
由
四
郎
編
『
阿
仁
合
郷
士
詮
”
』

抜
粋
さ
れ
た
小
沢
坑
の
友
子
規
約
は
、
基
本
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
も
の
と
類
似
し
て
い
る
が
、
小
沢
鉱
に
特
徴
的
な
点
を

あ
げ
れ
ば
次
の
諸
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
死
亡
、
病
気
見
舞
に
つ
い
て
は
、
白
米
の
現
物
支
給
の
ウ
ェ
イ
ト
が
著
し
く
高
い
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
限
り
で
、
こ
れ
は
、
明
治
前
期
の
友
子
制
度
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
同
時
に
、
貨
幣
経
済
の
発
展
の
遅

れ
て
い
る
東
北
地
方
の
特
徴
が
友
子
制
度
に
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
渡
友
子
で
あ
る
た
め
に
、
仏
参
制

度
に
つ
い
て
、
明
確
に
規
定
さ
れ
、
こ
の
点
目
友
子
と
の
相
違
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
欧
打
に
つ
い
て
も
、

友
子
の
内
部
規
律
を
示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

次
に
明
治
末
年
の
尾
去
沢
鉱
山
の
友
子
規
約
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。
そ
の
一
つ
は
、
三
菱
鉱
業
『
友
子
団
体
調
査
一
一
係
ル
件
』
（
昭

中
略

第
二
項

第
一
項

弟
ヲ
以
テ
死
後
一
ヶ
年
間
内
二
死
地
一
一
石
牌
ヲ
建
立
寺
院
召
待
供
養
ス
ル
事
ト
ス

第
一
項
ノ
手
続
ヲ
経
ズ
其
儘
期
限
延
滞
ニ
渉
ル
者
（
協
議
ノ
上
処
分
ス

仏
参
〈
其
人
ノ
都
合
ニ
因
り
前
期
限
内
一
一
仏
参
未
済
ノ
時
〈
山
中
二
願
出
デ
金
三
円
積
立
金
ト
シ
テ
差
出
ス
事
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和
一
二
年
八
月
二
廿
日
）
な
る
資
料
に
お
い
て
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
明
治
四
一
年
一
月
よ
り
施
行
と
あ
る
田
郡
坑
の
渡
友
子
の

（
２
）
 

「
交
際
規
約
」
で
あ
る
。
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

尾
沢
山
鉱
山
田
郡
坑
の
「
交
際
規
約
」
（
明
治
四
一
年
）

第
一
条
友
子
浪
人
ニ
テ
登
山
ナ
シ
タ
ル
者
一
一
〈
、
附
合
料
金
拾
銭
授
与
ス
ル
事
。

第
二
条
友
子
浪
人
ニ
テ
登
山
飯
ナ
シ
タ
ル
節
〈
飯
料
金
拾
八
銭
、
家
内
〈
金
拾
五
銭
、
拾
五
歳
以
下
七
歳
以
上
（
金
九
銭
ノ
止
宿

第
九
条
普
通
協
議
之
件
〈
大
当
番
・
世
話
人
及
議
員
ヲ
以
テ
協
議
ス
ル
事
。
若
シ
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
大
事
件
ノ
出
来
ノ
際
（
山
中
大

第
七
条
第
六
条
，

第
八
条
浪
人
登
能

飯
料
無
効
ト
ス
。

但
シ
浪
人
〈
壱
宿
壱
飯
ト
ス
。
若
シ
病
気
且
シ
事
故
一
一
付
テ
ハ
此
限
リ
ニ
ァ
ラ
ズ
。

第
三
条
浪
人
交
際
場
ノ
外
二
波
登
致
シ
タ
ル
ト
雌
モ
、
飯
料
（
必
ズ
仕
払
ウ
事
ヲ
禁
ズ
。

第
四
条
浪
人
各
々
ノ
宅
へ
浪
登
シ
タ
ル
際
〈
交
際
場
二
顔
出
シ
ス
ベ
シ
。
若
シ
浪
人
一
一
於
テ
登
宿
シ
タ
ル
家
二
同
居
シ
タ
キ
山
ナ

レ
バ
、
其
宅
ノ
主
人
ダ
ル
者
保
証
人
ト
ナ
リ
、
右
ノ
旨
飯
場
頭
且
シ
世
話
人
へ
申
出
、
聞
届
ノ
上
使
役
願
出
ベ
キ
事
。

第
五
条
交
際
金
〈
毎
月
廿
七
日
請
求
ナ
シ
取
集
メ
ナ
ス
者
ト
ス
。

但
シ
壱
人
二
付
キ
金
拾
五
銭
ヅ
ッ
。
若
シ
都
合
上
世
話
人
ノ
意
見
ニ
依
り
増
金
〈
、
其
ノ
場
合
二
於
テ
此
ノ
限
一
一
ア
ラ
ズ
ｃ

第
六
条
交
際
金
〈
月
廿
七
Ｈ
ヨ
リ
翌
月
五
日
迄
ト
ス
。
若
シ
此
ノ
期
限
迄
一
一
違
犯
シ
タ
ル
者
〈
、
書
証
二
保
証
人
ヲ
加
へ
テ
定
日

ヲ
定
メ
世
話
人
へ
届
出
ベ
ン
。

第
七
条
第
六
条
ノ
規
定
ノ
通
り
交
際
金
不
納
者
且
シ
保
証
人
共
書
一
証
期
日
迄
一
一
納
金
無
之
際
〈
、
山
中
協
議
ノ
上
処
分
ス
ル
事
。

第
八
条
浪
人
登
飯
ノ
節
（
、
飯
場
ヨ
リ
山
中
世
話
人
へ
浪
人
届
ヲ
浪
登
次
第
届
ケ
ベ
シ
。
若
シ
延
引
ノ
節
〈
第
二
条
規
定
ノ
通
り

科
ト
ス
。
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第
十
七
条

第
十
八
条

第
十
九
条

第
二
十
条

恰
但
シ
規
定
ノ
時
間
一
一
遅
刻
シ
タ
ル
者
〈
金
四
銭
ト
ス
。
無
届
ノ
者
〈
金
拾
五
銭
ノ
過
怠
金
出
ス
ベ
シ
。
尚
時
間
〈
五
時
ト
定
ム
。

ニ
ノ
番
方
、
大
病
人
又
〈
公
用
ノ
者
〈
届
ヶ
書
ダ
ヶ
ニ
テ
許
ス
。

集
会
ノ
席
二
三
回
出
頭
ナ
キ
者
〈
、
若
シ
不
幸
等
秀
々
大
難
有
ト
雌
モ
一
切
救
助
セ
ザ
ル
事
。

第
十
一
条
山
中
大
集
会
ノ
際
〈
宿
料
ト
シ
テ
金
参
拾
銭
ヲ
出
ス
事
。
臨
時
集
会
之
節
〈
金
弐
拾
銭
ト
ス
。

第
十
二
条
大
当
番
交
代
満
壱
ヶ
年
ト
ス
。
世
話
人
及
議
員
〈
満
六
ヶ
月
間
ト
ス
。

第
十
三
条
臨
時
集
会
一
一
於
テ
協
議
決
定
シ
タ
ル
件
〈
、
山
中
集
会
之
際
二
一
同
へ
通
告
ス
ル
事
。

第
十
四
条
山
中
役
付
之
謝
礼
金
ヲ
左
之
通
り
定
ム
。

大
当
番
年
弐
円
ヲ
壱
円
宛
七
月
、
十
二
月
ノ
ー
回
ト
ス
。
世
話
人
〈
六
ヶ
月
満
期
ノ
際
一
回
壱
円
ト
ス
。

第
十
五
条
山
中
大
当
番
・
世
話
人
・
議
員
交
代
ノ
際
〈
、
手
数
料
ト
シ
テ
全
部
一
一
金
弐
円
授
与
ス
。

第
十
六
条
山
中
箱
元
譲
り
渡
シ
〈
明
治
四
拾
壱
年
度
ヨ
リ
壱
月
廿
五
日
ト
定
メ
、
世
話
人
・
議
員
立
会
ニ
テ
受
取
り
渡
シ
ナ
ス
者

第
十
条
作

出
ベ
ン
。

集
会
一
一
テ
決
議
ス
ル
事
。

ト
ス
。

集
会
ア
ル
際
〈
一
日
前
一
一
通
知
ス
ル
者
ト
ス
。
若
シ
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
故
出
来
ダ
ル
者
〈
、
欠
席
書
へ
金
七
銭
相
添
へ
届

毎
月
廿
五
日
集
会
シ
計
算
致
ス
事
。
其
ノ
節
〈
老
人
議
員
立
会
ス
ル
事
。

集
会
時
間
〈
午
后
五
時
ヨ
リ
全
拾
時
迄
ト
定
ム
。

坑
夫
取
立
出
生
人
有
之
際
〈
、
山
中
一
同
ヨ
リ
祝
儀
金
壱
円
ト
相
定
メ
候
事
。

奉
願
帳
・
寄
附
帳
持
参
ノ
者
一
一
〈
、
附
合
金
ト
シ
テ
金
六
拾
銭
ヲ
授
与
ス
。



8４ 
但
シ
自
坑
夫
ト
錐
壬
諸
鉱
山
一
一
於
テ
渡
利
友
子
ト
交
際
シ
タ
ル
証
明
持
参
者
一
一
〈
、
前
記
ノ
通
り
授
与
差
支
ナ
シ
。

第
二
十
一
条
交
際
者
〈
必
ズ
山
中
二
家
族
届
ケ
ヲ
出
ス
。
付
届
無
キ
者
〈
如
何
ナ
ル
不
幸
・
災
難
ア
ル
ト
雌
モ
一
切
扶
助
セ
ズ
。

第
二
十
二
条
交
際
老
親
分
及
ビ
兄
弟
分
ト
雄
モ
仏
参
シ
タ
ル
者
一
天
、
山
中
協
議
ノ
上
仏
参
証
明
書
ヲ
授
与
ス
。

第
二
十
三
条
至
急
集
会
ノ
際
〈
、
大
当
番
・
世
話
人
・
議
員
一
一
テ
協
議
ノ
上
決
定
ナ
シ
テ
モ
差
支
ナ
シ
。

第
二
十
四
条
交
際
者
入
営
又
〈
出
征
ス
ル
時
、
金
五
拾
銭
ノ
銭
別
並
二
泗
肴
ニ
テ
箱
元
代
理
ニ
テ
見
送
り
ス
ル
事
。

第
二
十
五
条
交
際
者
仏
参
ス
ル
時
〈
、
山
中
ヨ
リ
金
壱
円
ヲ
香
糞
ト
シ
テ
差
出
ス
モ
ノ
ト
ス
。

右
（
明
治
四
十
一
年
一
月
ヨ
リ
施
行
ス
。

承
ら
れ
る
通
り
、
全
二
五
条
の
か
な
り
詳
細
な
も
の
で
あ
り
、
条
文
の
仏
参
規
定
の
強
調
か
ら
渡
友
子
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
一
見

し
て
わ
か
る
。
内
容
に
つ
い
て
承
る
と
、
条
分
構
成
は
罹
列
的
で
整
然
性
を
欠
き
、
素
朴
な
規
約
で
あ
る
。
「
明
治
四
一
年
一
月
ヨ
リ

施
行
ス
」
と
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
初
め
て
成
文
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
こ
の
時
期
に
条
文
の
改
正
が
な
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
古
く
か
ら
友
子
組
織
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
尾
去
沢
鉱
山
の
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
の
規
約
は
そ
の
不
整
然
性
さ
か
ら

ゑ
て
少
な
く
と
も
、
明
治
三
○
年
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

次
に
規
約
の
主
な
内
容
を
要
約
的
に
述
べ
れ
ば
、
組
織
の
面
に
つ
い
て
は
、
第
一
二
条
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
当
番
（
任
期

一
ヶ
年
）
、
世
話
人
、
議
員
等
（
任
期
六
ヶ
月
）
の
役
員
が
置
か
れ
、
箱
元
は
、
各
条
文
か
ら
察
し
て
大
当
番
に
よ
る
交
替
制
の
よ
う

で
あ
り
、
第
九
条
の
如
く
、
友
子
の
通
常
の
問
題
は
、
大
当
番
、
世
話
人
、
議
員
に
よ
る
役
員
会
の
協
議
に
て
決
定
処
理
し
、
特
別
の

問
題
は
、
全
員
参
加
の
「
山
中
大
集
会
」
に
て
決
定
処
理
さ
れ
る
と
あ
る
。
役
員
に
は
、
任
期
中
一
円
、
交
替
時
に
二
円
の
手
当
が
支

給
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
組
織
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
の
友
子
規
約
に
み
ら
れ
た
も
の
と
、
役
員
の
名
称
を
除
け
ば
殆
ん
ど
大
差
は
な
い
。

友
子
の
機
能
の
面
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
取
立
に
つ
い
て
は
、
第
一
九
条
に
、
出
生
者
に
祝
儀
金
一
円
を
支
給
す
る
旨
の
規
定
あ
る
の
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第
二
○
条
で
は
、
奉
願
帳
寄
附
帳
所
持
浪
人
に
は
六
○
銭
が
支
給
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
二
四
条
に
よ
り
山
中
友
子

メ
ン
バ
ー
の
入
営
・
出
征
に
は
五
拾
銭
の
儀
別
が
支
払
わ
れ
た
。
第
一
三
条
及
び
第
一
一
四
条
は
仏
参
に
つ
い
て
規
定
し
仏
参
に
は
証
明

書
を
与
え
、
一
円
の
香
典
が
支
給
さ
れ
た
。

第
五
条
か
ら
七
条
は
、
交
際
金
の
徴
収
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
月
一
五
銭
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
夕
張
第
一
砿
の

水
準
で
あ
る
が
、
白
米
の
扶
助
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
尾
去
沢
鉱
山
田
郡
坑
の
友
子
規
約
も
、
夕
張
第
一
砿
や
神
岡
鉱
山
栃
洞
坑
と
同
様
の
内
容
を
も
っ
て
お
り
、
形
態

的
に
は
や
や
粗
雑
で
、
明
治
末
よ
り
は
、
や
や
年
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
明
治
三
○
年
代
前
半
頃
の
も
の
と
ふ
ら
れ
る
。

同
じ
く
大
正
元
年
記
録
の
尾
去
沢
鉱
山
の
赤
沢
坑
の
目
友
子
の
友
子
規
約
（
「
山
中
救
助
規
則
」
と
「
山
中
交
際
規
則
」
の
二
種
）

が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
鉱
山
史
研
究
家
で
あ
り
友
子
研
究
家
で
も
あ
る
松
井
勝
明
氏
の
所
蔵
す
る
赤
沢
抗
箱
元
資
料
の
一
部
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
、
近
々
出
版
を
計
画
し
て
い
る
資
料
集
に
収
録
す
る
予
定
な
の
で
こ
こ
で
の
紹
介
を
省
く
が
、
基
本
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

友
子
規
約
と
同
じ
で
あ
り
、
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
規
約
と
同
様
に
内
容
が
詳
細
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
特
徴
的
な
規
定
も
含
ま
れ
て
い

て
注
目
さ
れ
る
点
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
規
約
の
詳
し
い
検
討
は
、
大
正
期
の
友
子
制
度
の
分
析
に
譲
る
こ
と
に
し
よ
う
。

み
で
、
特
に
規
定
は
な
く
、
慣
行
の
み
に
従
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
共
済
規
定
は
、
特
に
ゑ
ら
れ
な
い
が
、
表
題
の
「
交
際
規

約
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
後
に
み
る
赤
沢
自
友
子
の
規
約
に
照
ら
し
て
も
、
「
山
中
救
助
規
則
」
の
よ
う
な
も
の
が
別
に
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
本
規
定
に
お
け
る
共
済
規
定
は
、
い
わ
ゆ
る
箱
元
交
際
に
関
す
る
も
の
が
主
で
、
第
一
条
、
第
四
条
、
第

八
条
は
、
浪
人
に
対
す
る
一
宿
一
飯
の
規
定
を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
交
際
所
を
通
し
た
浪
人
登
山
者
に
は
附
合
料
一
○
銭
を
支
給

し
、
更
に
飯
料
と
し
て
一
八
銭
（
家
内
一
五
銭
、
子
供
九
銭
）
を
支
給
し
、
た
だ
し
、
病
人
事
故
以
外
は
、
一
宿
一
飯
限
り
と
さ
れ
て

い
る
。



8６ 
四
の
何
の
④
の
注

（
１
）
工
藤
由
四
郎
編
『
阿
仁
合
町
郷
士
誌
』
（
昭
和
三
七
年
刊
）
、
一
二
○
’
二
頁
。

（
２
）
こ
の
資
料
は
、
左
合
藤
三
郎
氏
の
尽
力
に
よ
り
「
鉱
業
資
料
集
・
第
一
集
」
『
友
子
団
体
調
査
報
告
』
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
。
同
書
、
九
六

七
頁
に
よ
る
。


